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「ふぅんっ……んんっ……！」

　千ち明あきくんとのキスは生クリームより甘く、舌の上で淡くとろけていく。

　どんなケーキを食べているときよりも鮮烈な幸福感が、脳内を満たしていく。最近はこの時間がいちばんの癒しになっていることに、私は気づかないふりをしていた。

「優ゆ里り奈なさん……すごく真っ赤な顔してますよ」

　私の唇を解放したあと、千明くんは意地悪な瞳で私を見下ろして言った。

「それは、だってっ……」

「僕とのキスが気持ちいいからですか？」

「っ……」

　額と額をくっつけながら図星を突かれてしまうと、言い返すことができなかった。千明くんがふっと優しい顔で笑う。四角いフレームに囲われたレンズの向こう側で大きな瞳が細められると、テレビで見かける男性アイドルみたいな童顔に、男性的な色気が漂う。

「かわいいな。いつもと違う反応で」

「何、その言い方っ……」

　いつもの私がかわいくないみたいに聞こえる。すぐに彼のほうも、そういう意味に取れると気が付いたのだろう。私が詰ると小さく噴き出した。

「ごめんなさい、他意はないですよ。ただ、かわいいと思っただけです」

「んぁっ……！」

　彼が腰を揺らすと、つながった下肢に痺れにも似た悦びが駆け抜ける。

「──僕も、優里奈さんとのキス大好きです。こうして……なかを、かき混ぜながらするキス……気が遠くなりそうなくらい、っ……気持ちいいですよね」

　私の嬌声で興が乗ったのか、覆いかぶさった彼が腰を大きく動かした。ぐち、ぐち、と淫らな音を立てながら内壁を擦り上げる。

「あはぁっ、それ、イイっ……！」

　千明くんとはもう片手では数えられないくらいの夜を一緒に過ごしているので、彼は私が気持ちよくなれる術を知りつくしている。

　だからすぐに、私が居てもたってもいられなくなる場所を探り当てるのだ。私はその的確な刺激に陥落してしまう。

「僕たち、身体の相性は、本当にぴったりなんですよね」

　言いながら、千明くんは私と彼が重なり合う場所を示して続ける。

「──ほら、優里奈さんのここ……僕のをおいしそうに咥え込んで離さない……」

「やだ……恥ずかしいっ……」

「本当のことじゃないですか。ほら、見えますよね？」

　私の両膝を抱えて軽く開くと、仰向けの私でもつながった部分が視界に入るようになる。

　抽送のたびにぐちゅぐちゅといやらしい音を立てるそこに視線を注いでみる。

　──彼の言う通りだ。逞しい怒張をしっかりと咥え込み、甘ったるい芳香を放つ蜜をだらだらと垂れ流している。

「っ……！」

　蜜に濡れて光る秘裂に、千明くんのものがずっぷりと埋まっているのが、ひどく淫靡な眺めだ。

「こういうの、興奮するんですよね？」

　接合部から目が離せなくなっているのに気付いた千明くんが薄く笑みながら訊ねる。

「ち、ちがっ……」

「うそをついても無駄ですよ。優里奈さんは正直ですから、顔を見ていればわかります」

　千明くんはしたり顔でさらりとそう言った。もしかしたら、私の反応を予想していたのかもしれない。

「えっちな気分になっちゃったんですよね？　優里奈さんの大事なところが、僕のこれ……全部呑み込んでるの、見ちゃったから」

　今度は囁きながら諭すように訊ねる千明くん。「これ」と言いながら、存在を示すようにより深く腰を押し付けてくる。奥に響く甘い刺激に、私は思考することを放棄して頷いた。

「……もう、本当にかわいいな。もっと感じさせたい」

「あぁっ……！」

　彼は堪らないとでも言いたげに瞳を細めると、律動を速めた。お互いの呼吸音も同時に加速して、高みを目指して一気に駆け上がっていく。

「イくときはちゃんと僕の目を見てイくって言ってくださいね？」

「あっ、あぁっ……！　それ、だめぇっ……！　んあぁっ……！」

　──そんな恥ずかしいことはできないのを知っているくせに。

　わざと煽ってくる彼が恨めしいけれど、与えられる快感を受け止めるのに精いっぱいで、言い返すことができなかった。

　彼の白い額から汗が落ちる。どこかあどけなさの残る整った顔立ちを見つめながら、私はどうしてこの人とセックスをしているのだろうか、と考える。

　恋人でも、友人でもない、ただの同期の彼。むしろ苦手なタイプだと思っていたこの人との関係が変えるきっかけになったのは、同期であり友人である野の々の花かに勧められてダウンロードした、あるスマホアプリだった。
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「ね、聞いた？　今期の社長賞、蛯えび原はらくんだって」

　昼休みになり、人が少なくなったオフィス。企画部のデスクには私と、同期の川かわ上かみ野々花しか残っていなかった。いざ私たちもランチへと立ち上がったところで、思い出した風に野々花が訊ねてきた。

「えっ、そうなの？」

　フロアの入り口に向けて一歩出した足を止めてしまうくらいには驚いた。わざわざ野々花のほうを振り向いて訊ね返すと、彼女が深く頷く。

　輸入食品や雑貨の販売大手であるこの会社では、社長賞というのは特別なもの。一期に一度、四月末に社長自らが全社員のなかからもっとも素晴らしい働きをしたと感じた社員を選んで表彰するのだけど、この社長賞を獲得した社員は出世コースに乗るという確約があり、ゆえにこの賞を狙っている者は多い。かく言う私──山やま口ぐち優里奈も、社長賞に憧れるひとりだった。

「確かに情シス部のメンツのなかでは──っていうか、私たち同期のなかでもいちばん仕事できそうな感じするもんね。社長賞を取るべくして取った男っていうか。そういや、私たちの代では初めてじゃない？」

「……そうだね」

　脳裏に情シス部──情報システム部や同期のさまざまな人たちが浮かんでは消えていく。私はため息交じりに答えた。

　大卒なら五年目の二十六歳。歴代の社長賞受賞者は、いずれも三十代を中心とした先輩方だ。そういう意味でも異例の受賞なのだろう。

「テンション低っ。狙ってたから悔しいとか？　もしくは、蛯原くんが取ったのが気に入らないとか」

「どっちもだね。悔しさもあるし、よりによって蛯原くんが取ったっていうのも気に入らない」

「さすが優里奈。はっきり言うね」

　野々花がおかしそうに声を立てて笑った。

「見た目は大和撫子なのにね」

「…………」

　含みを持つ言い方で指摘されて、私は沈黙した。

　黒髪のストレートロングというクラシカルな髪型に、ちょっと下がり気味の眉と奥二重の目。無意識のうちに口角が上がっていて、ぼーっとしているときでも「何か楽しいことでもあった？」と訊かれたりする。優しそうで穏やかそう。何でも許してくれそう。初対面の人には必ず言われる。この誤解を招く見た目を、自分ではあまり気に入っていない。

　野々花は私の反応にまた笑いながら、思い出したように続けた。

「──確か、設立二十周年の企画のときに揉めてから苦手なんだっけ。蛯原くんのこと」

「うん。……嫌いとまではいかないけど、なるべくならもうかかわりたくない」

　というより、嫌うほど彼のことを知らないというほうが正しい。同期だけど所属部署も違うし、それ以外で接点を持ったこともないし。でも正直、苦手なタイプだ。

　蛯原千明という人は、所属する情シス部のイメージそのまま、まるでコンピュータみたいだと思うところがいくつもある。

　まずは表情。せっかく某売れっ子の男性アイドルにも似た、童顔でいて男っぽさもある

バランスのいい顔立ちをしているのに、愛想というものがまったくない。顔の中央を陣取るフレームの太い眼鏡が、表情を読み取りにくくしているせいもあるのだろう。

　それに声に抑揚がなく、話していて「壁を作られているのかな？」と不安を覚えることも多々。会話の内容に関しても、あいまいな表現を嫌がる。

　例えば──うっかり『だったかもしれない』、『そうだと思う』なんて口にしようものなら、『結局はどちらですか？』、『確実性のある情報をください』と、あのにこりともしない顔に加え抑揚の乏しい声で詰められてしまう。

　顔はいいのにとっつきにくい。そんなうわさを聞いてはいたけれど、身をもって感じたのは今から一年前。わが社の設立二十周年記念の企画の一環として、会社のＥＣサイトとは別に期間限定の特設サイトを作り、そこで普段は取り扱っていない商品を販売する機会があった。

　そのプロジェクトチームに企画部から参加したのが私。情報シス部から参加したのが蛯原くんだった。

　会社の記念企画のチームに選ばれたことで俄然張り切っていた私は、特設サイトに対するアイデアを、デザイン的な部分からシステム的な部分に至るまでいくつも出した。ＷＥＢデザイン担当の女子社員は『いいですね』、『それやってみましょう』と私の意見をおおむね好意的に汲んでくれたけど、蛯原くんは違った。

『仕様上無理です』、『時間が足りません』、『そこに労力かける必要ありますか？』……などなど。企画書をさらっと読んだだけで一刀両断。

　気合を入れて考えた案をあっさりと切り捨てられたのだから、こちらとしては簡単には引き下がれなかった。

『無理な理由を教えてください。部署に持ち帰ってきちんと検討する前から無理だとか時間が足りないとか言われても、納得いきません』

　自分でもよくないとは思っているのだけど、私は気が強いタイプで、理不尽に強く出て来られると言い返せずにはいられない。だからそのときも、蛯原くんの切れ味のいい刃物のような物言いが引っかかって、ついそう言い返してしまった。

『無理なものは無理です。それに理由を説明するにしても、山口さんが僕の話を聞いて理解してくれるとは思えないので、意味がないと思います』

『なっ……！』

　──それって、私の理解が悪いだろうから無駄だって意味？　説明しないうちから？

『そういう言い方はなくないですか？』

『と言われても、他に言いようがないのですが』

『っ……』

　──何それ、すっごく失礼なんですけど！

　黒縁眼鏡の向こう側。眉毛ひとつ動かさず、奥二重の黒々とした瞳でこちらを凝視しながら、まるでお経でも読むみたいな口調の蛯原くん。ほどよく長身でスラリとした体躯。それに加えて甘いルックスという女子の視線釘付けの見た目に対して、非常に残念──というか、アンバランスだと感じる。

『そういう言い方が相手を挑発してるってわからないの？』

　我慢できず、そんな彼に怒りをぶちまけてしまった。ほかのチームメンバーの心配そうな視線を感じたけれど、後悔先に立たず。

『挑発の意図はないです。さきほども言いましたが、事実を言ったまでなので』

『だからその言い方が挑発してるんだって──』

『まあまあ、山口さんも蛯原くんも、ちょっと落ち着いて』

　その場はチームメンバーがフォローしてくれたおかげでどうにか収まったものの、それからもことあるごとに引っかかる発言をしてくる蛯原くん。

　爆発しかけたこともたびたびあったけれど、チームメンバーのハラハラした顔を思い出して耐えた。彼らにはかなり気を張らせてしまって、そこは未だに申し訳なく思っている。

　以来、蛯原くんとは極力かかわらないようにしている。フロアも違うし、社内ですれ違うこともほとんどないけれど、そういうときもなるべく彼が視界に入らないようによそ見をして──しまうのは、いつの間にやら苦手の領域を超えて嫌いになっているのかもしれないな。

「今日の同期会、まずは蛯原くんが話題をかっさらっていきそうだね」

　野々花の言葉に、今夜、四半期に一度の同期会と称した飲み会が催されることを思い出した。お酒の席では、同期の快挙は格好の肴になる。

　蛯原くんの場合、対応はアレだけど見た目のよさのおかげで、毎度彼とお近づきになりたい女子からターゲッティングされている。特に今夜は、彼のとなりの席は争奪戦になることだろう。

　──何だか面白くないけど、仕方ないか。

「そうだろうね。……ま、それはさておき、ランチ行こ。ちょっと聞いてほしい話もあるんだ」

「え、何なに？　聞く聞く」

　私がそう言うと、野々花は好奇心丸出しの嬉々とした表情を浮かべる。

「残念ながら、そんないい話じゃないけどね」

　でも、いい話じゃないからこそ誰かに話してモヤモヤを発散したかった。私の場合、同期という枠を超え親友に等しい彼女に聞いてもらい、慰めてもらうことで心が晴れそうな気がしたのだ。

　私は重苦しいため息を吐いてから、野々花とフロアを出た。
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「蛯原くん、やったじゃん。すごいね！」

「社長賞取ったなんて、同期の希望の星だよ～。しかも歴代最年少って話じゃない」

　同期会が始まると、予想通りいつもより多くの女子たちが彼の話を聞きたがった。個室の座敷であるのをいいことに、彼の周りを取り囲むように小さな円を作っている。私はその賑やかな輪から離れたテーブルで、彼らの様子をぼんやりと眺めていた。

「別に。普通に仕事をしていただけなので」

　当の本人はいつも通りの塩対応だ。ちやほやしてくれる女子たちにいい顔をするでもなく、ウーロン茶の入ったグラスを呷ると、童顔によく似合ったマッシュウルフの毛先が微かに揺れた。

「ＰＣのことでわからないことがあったとき、蛯原くん頼りになるもんね～」

「あたしもよく内線しちゃってるー。いつもありがとね」

　両どなりの女子が蛯原くんの顔を覗き込んで言う。

「社内のＰＣの管理も部署の仕事ですので」

　感情の揺れのない、涼しい物言いは飲み会でも健在だ。すると、片側の女子がふふっと笑みをもらした。

「そういうところ優しいよねー、蛯原くんは」

　──優しい、のだろうか……？　蛯原くん本人の言う通り、それは彼の仕事の一部なのでは？

　とか脳内で突っ込みつつ、まぁあの淡々としたノリでも、きちんと一件一件トラブルに対応してくれているのであれば優しいと言えるのかもしれないと思い直した。

　認めたくないけど、蛯原くんって客観的に見て優秀な人なんだろうな。だからこその社長賞なんだろうし。この狭い範囲でもこれだけ感謝されているってことは、もっと多くの社員のハードウェアの悩みを解決しているのだろう。

　……顔もいいし、仕事も抜群にできる。あのとっつきにくさだけが玉にキズだ。

　私はキャッキャと楽しそうな声が聞こえてくる蛯原くんとその軍団から視線を背けた。

　──とはいえ、蛯原くんみたいに、自分の言いたいことをはっきり言ってもモテる人はモテるんだよねぇ。

　それに比べて私は──

　心にふっと暗い影が落ちそうになったので、慌てて首を横に振った。

　──あー、今日は飲みたい気分だ。飲もう。飲んでやる。

　生ビールのジョッキを傾けて、ごくごくと喉を鳴らしながら琥珀色の液体を減らしていく。

「いい飲みっぷりだな、山口」

「塩しお家やくん」

　快活に笑いながらとなりにやってきたのは、塩家くんだ。同期のなかでは、野々花の次によく話しているかもしれない。

　清潔感ある今風のヘアスタイルに、捲ったワイシャツの袖から覗くほどよく日に焼けた肌が健康的だ。彼の手にもまた、生ビールのジョッキが握られている。

　彼は空いたほうの手で私の背中を軽く叩いた。

「まぁ心情は察するよ。また男にフラれたんだって？」

「ちょっ、どうしてそれを!?」

　──昨夜起きたばかりのできごとをどうして彼が知っているのか。

「ここに来る間、川上に聞いた。お前、本当に口の堅いいい友達を持ってるよな」

「野々花ってば……」

　私は別のテーブルではしゃぐ野々花のことを一瞥した。

　彼女はいい子だけど、気を許した相手にはおしゃべりになりすぎるところがある。私が昼間打ち明けた話を、このわずかな暇に塩家くんにしゃべったようだ。

「どうせまた気の強いところ出して『イメージと違う』とか言われて、フラれたんだろ」

「うっ、うるさいなぁっ！　余計なお世話っ」

　図星を突かれて小さく喚くと、塩家くんはおかしそうに「あはは」と笑った。

「飽きないなー、そのパターン」

「楽しまないでよ。自分はラブラブな彼女がいるからって」

　塩家くんには合コンで出会ったという、二歳年下の彼女がいる。付き合ってもう一年ほどになるはず。

　……自分の恋愛が上手くいってるからって、高みの見物か。私は拗ねてみせながらまたビールジョッキを傾ける。

「それは言いがかりってもんだろ。同期の恋愛は応援したいもんだよ」

「本当？」

　訝しげに訊ねると、塩家くんが「もちろん」と頷く。

「──俺が分析するに、山口の場合は、見た目が美人で淑やかそうってところに惹かれる男が寄ってくるんだろうな。男って単純だから、実際付き合ってからもそのイメージに引っ張られてしまうというか」

「それでいざ強く出られると幻滅しちゃうって？」

　自分の頭のなかに勝手にイメージを作っておいて、それと実物とが違っていたらサヨナラなんて、ちょっと勝手すぎやしないだろうか。

「幻滅とまでは言わないけど、圧倒されるのは確かなんだろ」

「はいはい、黙っていられない私が悪いってことだよね。わかりました」

　今は彼のアドバイスを受け入れるだけの心のゆとりがない。雑に切り上げると、これ以上この話を続けるつもりはないとばかりにひらひらと手を振った。

「金曜だからってあんまり飲みすぎるなよ。ほどほどにな」

「諸々優しいご忠告どうも」

　私は席を離れていく塩家くんに皮肉を言って見送ると、ほとんど中身のなくなったジョッキを置いてまたため息を吐いた。

　──恋愛って、こんなにも上手くいかないものか。いったい私が何をしたって言うのだろう。

　自慢じゃないけれど、男性から声をかけられる機会は多いほうだ。だからこそ、軽々しく交際に踏み切ったりはせず、何度かデートを重ねて、この人なら安心と思った人とだけお付き合いするようにしているつもりだ。

　でもそれだけ吟味した相手に、いつも三ヶ月足らずで振られてしまう。

　理由は『イメージと違ったから』。もはや定型文だ。

　塩家くんが分析する通り、そこには私の容姿が深く絡んでいそうだ。

　黒髪のストレートで優しそう。野々花曰く、見た目だけなら大和撫子。

　そんな私の容貌を見て、「きっとこの人は中身も奥ゆかしくて穏やかなタイプだ」という印象を抱く男性の多いこと。外見の影響力ってすごい。

　だから実際付き合ってみて、強い部分が見えると裏切られた気分になって、「イメージと違う、別れたい」と言われてしまう。

　男性って、大人しくて常に自分の意見を尊重してくれる女性が好きなんだろうか。

　私みたいに勝気で妥協を嫌い、お互いに納得するまでとことん話し合いたいタイプは歓迎されない？

　あーあ……見た目で判断されずに異性と出会える方法があればいいんだけどなぁ……。

　ジョッキに残っていたビールを飲み干すと、私はおかわりを注文するため、テーブルの上のタブレットに手を伸ばした。







２








「マッチングアプリ？」

　──翌週頭のランチタイム。会社から徒歩三分という好立地にある、野々花お気に入りのこぢんまりとしたおしゃれなカフェ。カウンター席で人気のサラダボウルを頂いたあと、となりに座る野々花が発した言葉をオウム返しする。

「そそ。優里奈にどうかなと思って。興味ある？」

「ないことはないけど……でも、知らない人と接点持つってことでしょ？　何か、手を出しにくくて……」

　やってみたいと思ったことはあるけれど、画面の向こう側にいる人がどんな人かもわからないという不安があるし、不特定多数に自分の情報が流れるのも怖い気がする。

「わかるよ。私も最初抵抗あったもん。まぁ、アプリもいろいろあって、誰でも登録できるような怪しい感じのじゃなければ結構使えるよ。例えば──これとか」

　野々花はそう言いながらサラダボウルの載ったトレイの傍らに置いていたスマホを手に取ると、操作をして私に見せてくる。画面いっぱいに映し出されるアプリのロゴ画像は、雑誌やネットの広告で何度か目にしたことがある。

「これ、名前は知ってるよ」

「マッチングアプリのなかでは有名なほうかもね。きちんと本人確認書類を提出しないと使えないようになってるから、既婚者とか遊び目的の人は弾かれやすいし、真剣に相手を探してる人が多くて安心だよ」

「へぇ、そうなんだ」

　──そういうしっかりしたアプリもあるんだ。

「条件で相手の男性を絞れるから、気の合う人と出会える可能性も高いし……ね、優里奈も登録してみなよ」

「えっ、今？」

　スマホから顔をあげると、野々花が当然とばかりに深く頷く。

「こないだ『早く新しい彼氏がほしい』って言ってたでしょ？　行動に移さないでどうするの」

「だ、だって、今見せてもらったばっかりだし……心の準備が」

「優里奈って意外と慎重なところあるよね。じゃあ、優里奈が早くアプリを落として登録したくなるようなことを教えてあげる」

　野々花はトレイの向こう側にあるアイスティーのグラスに手を伸ばし、ひと口飲んだあと、にんまりと笑う。

「実は、私もここで今の彼氏を見つけたんだ」

「えっ、本当に？」

「言い出すタイミングを失っちゃって言ってなかったんだけど、実は、ね」

　意外過ぎてびっくりした。野々花がマッチングアプリを使っているイメージもなかったし、彼氏にも一度会ったことがあるけど、清潔感のある好青年だった。

　ふたりとも、アプリを使わなくても十分に出会いがありそうなタイプなのに──

「身近に成功例がいると、確かにやる気になるかも」

　何となく、マッチングアプリって職場や友人とのつながりだけでは相手を見つけられない人が使うもののイメージだったけど、全然そんなことはなさそうだ。これなら期待が持てる。

「でしょ。じゃ、善は急げってことで」

「うん！」

　私は野々花に言われるがままアプリをダウンロードすると、その場で身分証の写真を撮ってアップロード。すると、夜にはすべての機能が使えるようになっていた。

　まずは地道に、自身のプロフィールを作成する。

　──野々花に聞いてはいたけど、項目がすっごく細かい。

　年齢や居住地、職業、年収、最終学歴ぐらいは想定内だけど、体型とか、離婚歴とか、お酒やタバコを嗜むかとか、初回のデート費用をどちらが持つかまで設定することができる。

　なるほど……これだけ埋める項目があれば、相手を見つけやすいはずだ。自分と近い、もしくは自分の好みと近い設定をしている人を抽出していけばいいのだから。

　──さて、と。冒頭からどうしようか……。

　トップに顔写真を登録できる場所がある。野々花から、

『優里奈は絶対に登録したほうがいい！　顔写真があるかないかで飛んでくるメッセージの数が変わるし、優里奈の場合はまず間違いなくプラスに作用するから』

　……と力説されたのだけど、私はその場所に敢えて自分の写真ではなく、先日大学時代の友人と出かけたホテルのアフタヌーンティーで撮ったケーキの写真をアップロードした。

　野々花のアドバイスに従うべきとはわかっているのだけど、きちんと本人確認をしているとはいえやっぱり自分の知らないところで顔写真を見られているというのが気になったし、見た目の先入観で期待をされ、がっかりされる展開を卒業するには、まず内面を知ってもらってから会うしかないと思ったのだ。

　顔を載せないことで出会いは減るのかもしれないけれど、私のプロフィールを読んで興味を持ってくれる人だっているかもしれない。それに期待しよう。

　他にもところどころ悩みつつ、三十分程度でプロフィールの設定が終わり、完了ボタンを押す。私はひと仕事終えた気分で、椅子替わりにしていたベッドにスマホを握ったまま仰向けになる。

　ただ自分のことを言語化するだけでも、結構疲れるものだ。でも恋愛に関するひとつひとつの項目に、自分がどんな意見を持っているのか掘り下げて考えるいい機会になったかもしれない。

　もう寝てしまおうか──とも思ったけれど、せっかくプロフィールの登録が完了したのだし、男性会員のプロフィールを覗いてみよう。

　私は仰向けのままスマホを操作して、年齢や居住地など、自分と近い範囲で希望を設定して検索をかける。

　──うわ、絞り切れないくらいたくさんいる。

　ならばと、もう少し細かい希望を入れてみることにする。

　身長……うーん、『百七十センチ以上』、とか？　お酒は、私も好きだから……『よく飲む』。タバコは匂いが苦手だから……『吸わない』。離婚歴はできれば『なし』で。子どもも『いない』ほうがいいかな。性格は、そうだなぁ……私の性格を許容してくれる大人な人っていう意味で、『穏やか』な人がいいかな。

　あと、趣味……あっ、『カフェ巡り』とか『グルメ』は好きだから相手も好きだとうれしい。それと、『映画鑑賞』とかも。

　それらの項目にチェックを入れてもう一度検索をかける。すると、網羅できそうなくらいの人数まで絞ることができた。

　このなかに、私と合いそうな人はいるだろうか。ひとりひとりのプロフィールをチェックしていく。

　私が想像していたよりも、きちんと顔写真を設定している人が多い印象だった。確かに、いざ会うとなったら事前に顔が見えたほうが安心するっていうのはあるよね……。

　──うーん……でも、なかなか情報だけではピンとくる人がいないなぁ。

「あっ」

　私はある人のプロフィールで手を止め、小さく叫んだ。

　──この顔写真に設定してる画像！　私と同じ、ケーキの画像だ。

　しかもこのケーキはホテルファビュラスステイ東京の三種のいちごのナポレオンパイ。いちごの季節のアフタヌーンティーでしか提供されない特別なスイーツ。私も昨年食べに行ったから間違いない。

　あれ、おいしかったなぁ。あまりに感激したものだから、野々花と予定を合わせて今年も予約してしまった。そういえばもうすぐだったはず。特にいちごが終わりかけるこの五月は予約が殺到して争奪戦になるらしいので、貴重な予約枠を手にしたことになる。

『はじめまして。仕事が忙しくて、なかなか出会いの機会がないので登録しました。最初はメッセージの交換をして、徐々に仲良くなっていけたらうれしいです』

　自己紹介文のガツガツしてない雰囲気が、私にとっては心地よかった、趣味に『料理』や『掃除』とあるのも新鮮だ。

　歳も同じ二十六歳だし、話題も合いそう。

　──この人とやり取りしてみたい。

　意外にもあっさりと興味をそそられる相手を見つけた私は、その勢いのままに、ナポレオンパイの彼──『シュリ』くんにメッセージを投げた。





　◆◇◆






「ねえねえ、優里奈」

　アプリをダウンロードしてからちょうど一週間が経ったころ。私たちのデスクの島を監視する係長がミーティングのため会議室へと向かったタイミングで、となりの席の野々花が声を潜めて話しかけてくる。

「そういえばシュリくんとはメッセージ続いてるのー？」

「うん、やり取りはしてる」

　今日はミーティングやら出張やらで空席が目立つ。周囲に聞いている人がいないことを確認してから、私もひそひそ声で答えた。

　野々花には登録した翌日に、めぼしい人がいたかどうかを根掘り葉掘り聞かれている。そのなかでも私がシュリくんに強い興味を抱いたことも、もちろん知っていた。

「そうなんだ～よかったじゃない。最近のメッセージ見せてよ」

「別にいいけど……」

　見られて困る内容ではないから承諾する。私は手元に置いていたプライベート用のスマホを操作し、シュリくんとのメッセージのやり取りを表示して野々花に見せた。

　『今日はジュビラントホテルのアフタヌーンティーに来ました。確か、ゆりなさんはスコーンが好きだと言っていましたよね。クランベリーの入っているスコーンがほんのり甘酸っぱくておいしかったです。旬のフルーツを使ったティーカクテルも季節感があってよかったのでおすすめです。では、今夜はおやすみなさい』

　『シュリくん、おいしそうな画像ありがとう。クランベリーのスコーン、食べてみたくなったよ！　ティーカクテルも色合いがきれいだね。私は今日は近所に行列のできるパンケーキ屋さんができたと聞いて、友達と行ってきました。ふわふわで二枚ペロリと食べられちゃいました。シュリくんはパンケーキは好きですか？』

　『画像ありがとうございます。僕もパンケーキは大好きです。特に厚みのあるふわふわのものが好きなので、食べてみたくなりました。明日からまた月曜日ですね。お互い頑張りすぎない程度に頑張りましょう。僕はデスクにチョコレートを常備して乗り切ります』

「何これ。スイーツの話とその画像交換しかしてないじゃん」

「お互いのいちばんの趣味がスイーツの食べ歩きだからね。私は結構楽しいけど」

　野々花は画像をスクロールしながら眉を顰めていた。私たちのメッセージには、二日に一回はお互いが食べたスイーツの画像がくっついている。

　私にはこういうやり取りをできる異性がいないこともあり、うきうきしながら返信しているのだけど……野々花にはいまいち響かないようだ。

　私としては、恋愛関係になれるかはさておいて、彼とのやり取りは純粋に楽しい。

「でもまあ、優里奈がいいならいいんじゃない？　シュリくん、文章がちょっとカタいけど」

　野々花はスマホを私に返してくれながら、小さく笑った。

「──優里奈も面白いよね。顔写真のない人とメインにやり取りしてるなんて」

「だって私も顔写真登録してないし。それよりは、フィーリングが合うほうが大事かなと思って」

「でもメッセージが来た人のなかにはまあまあのイケメンもいたわけでしょ。その人とは、数回メッセージ投げ合って終わっちゃったんだっけ？」

「あんまり楽しくなかったから」

　確かにカッコいいなとか、好みだなと思う顔の人からのアプローチもあった。でも、内容が不特定多数の女の人に送ってるメッセージとわかるような内容だったりとか、私の何に興味を持って共感してくれているのかがよくわからない文面で違和感を覚えたりしたので、さくっとやり取りを終わらせた経緯がある。

「顔見て幻滅することもあるから、ある程度見た目の保証がされてる人から攻めたほうが堅実なのになぁ」

「それもごもっともなんだけど、メッセージのやり取りにも相性があるんだよ。返事のテンポとか、文章の雰囲気とか。私はそういうのも大事って思ってるんだ」

　終始丁寧語のシュリくんの文体を、野々花はカタいと言うけれど、会ってもいないのに急に砕けた口調で話されるのは少し抵抗があるので、私はまったく気にならない。年齢や居住地、趣味とかカテゴライズできるもの以外の、そういう目に見えない部分においても、私たちは相性がいい。……と、少なくとも私はそう感じている。

　そのとき、企画部の島に誰かが近づいてくる足音が聞こえてきた。私と野々花がそろってそちらを振り返る。

「山口さん」

　デスクの前で立ち止まり、私の名前を呼んだのは蛯原くんだった。

「クラウドにアクセスできなくなったＰＣというのは、山口さんのＰＣですか？」

「あ、はい。そうです」

　そうだった。私の使っているＰＣが急に社内システムにアクセスできなくなって、今朝、情シス課に対応をお願いしていたのだ。

「トラブルシューティングをしに来ました。少しだけＰＣを操作しても構いませんか？」

「お……お願いします」

　今日中に対応してくれるとのことだったけど──まさか、多忙と聞く蛯原くんがやってくるとは。

　私が椅子から立ちあがって二、三歩下がると、代わりにその場に蛯原くんが入り、上体を屈めてＰＣを操作し始める。

　彼と直接話すのはいつぶりだろう？　何か接触の機会があったとしても可能な限り避けるようにしているはずだから……ひょっとすると、一年前のあの企画のとき以来かもしれない。

「パスワードに誤りがあったようです。正しいものに変えて接続可能になりましたので、ご確認ください」

　記憶を辿るうちに解決してくれたらしい。蛯原くんはくるりと反転すると、その場から一歩退いた。

「あっ、ありがとうございます」

「いえ。仕事なので。……それより」

　眼鏡の奥から、静かに何かを訴えかけるような視線を感じた。けれど。

「──いえ。何でもありません」

　一貫して抑揚のない物言い。彼は「では」と小さく頭を下げて、その場を去っていく。

　──「それより」何だったんだろう？　まあいいか。

「……こう言っちゃ何だけど、顔がいいだけに惜しいよねえ」

　エレベーターホールに向かって小さくなっていく彼の背中を視線で追いながら、いつの間にか立ち上がり、傍に立っていた野々花が呟く。

「何よ、惜しいって」

「仕事ができる同期の彼氏、なんて憧れるじゃない。絶対に出世株だろうし」

「もしかして蛯原くんのことを言ってる？　ないない」

　ちょっと大げさすぎるくらいに片手を振った。彼をそういう対象で見たことがないから、すぐには野々花の言ってることが理解できなかったくらいだ。

「だよねえ。優里奈は蛯原くん苦手なんだもんね」

「多分向こうも同じように思ってると思う」

　私が彼を融通の利かない男だと思っているのと同じくらい、彼も私を無理難題を提案してくる面倒くさい女だと思っているはずだ。

　……あぁ、あんまり深く思い出そうとするとあのとき感じた怒りまでもが再燃してしまいそうだ。

「そうだごめん。優里奈に謝らなきゃいけないことがあったんだった」

　修復してもらったＰＣの前に座りなおすと、私を追いかけるみたいに自身のデスクに戻った野々花が申し訳なさそうに眉を下げた。

「今週の土曜、アフタヌーンティーのこと。実はその日、親戚の法事だったんだよね。すっかり忘れてて……本当にごめん」

「そうだったんだ。ううん、いいよ、全然」

　次の土曜日、件のホテルファビュラスステイ東京のアフタヌーンティーに野々花と一緒に行く予定だったのだけど……そういうことなら仕方がない。私は首を横に振って笑った。

「優里奈が楽しみにしてたやつだよね。他に誘えそうな人、いる？」

「うん、多分いると思う」

　なかなか予約の取りにくい席ということもあり、できれば計画通り誰かを誘って行きたいところだ。一週間前だし、探せばいないことはないだろう。

「ありがとう、ほんっとーにごめんね。こんど何かおごるねっ」

「わかった。高めのところ探しておく」

　私は両手を合わせる野々花に軽口を叩いた。

「ええっ」

　目を剥く彼女のリアクションがおかしくて「うそうそ」と笑う。

　野々花に気にしてもらって逆に申し訳ないくらいだ。高校や大学の友達に順番に声をかけてみよう。

なんて楽観的に捉えていたけれど、そう上手くことは運ばなかった。




　メッセージアプリの連絡帳に載っている、よく連絡を取る友人には片っ端から誘いをかけてみたものの、例外なく撃沈。久しぶりの連絡となる友人にも何人か声をかけてみたものの、それも全滅。

──みんな社会人だもんね。たまの休みには予定を入れていて、忙しいか。

さてじゃあどうしようか……と悩んでいたとき、マッチングアプリ内でメッセージが届いた。シュリくんだ。

『デスクに置いてるのは、自由が丘にあるお店のチョコレートです。個包装がかわいくて、気になって買ったんですが、味も気に入ったので。僕はプラムのフレーバーが特においしいと思いました』

『デスクに常備しているチョコレートはどんなものなの？』と訊ねたら、画像やお店の名前、ウェブサイトのアドレスとともに丁寧に教えてくれるシュリくん。こういう律儀なところも、私的には好印象だ。

──そうだ。シュリくんを誘ってみたらどうだろう？

彼ならスイーツに興味がある。私と同じくらい甘いものに情熱を注いでいるのを知っているし、昨年もホテルファビュラスステイ東京に足を運んでいてその画像をプロフィールにあげているくらいなら、今年も行きたいと思っているはず。これ以上ない人選だ。

名案が浮かんだと思ったと同時に、でも、と思いなおす。

……会ったこともない人なのに？

シュリくんがどんな人かもわからないのに、いきなり誘うの？

──いや。だけど逆に言えばこれが彼を誘い出すチャンスであるとも言えるのか。

そもそも私たちの接点はマッチングアプリ。アプリを入れているのは彼氏彼女を見つけるためなのだし……こういうお誘いは、ごくごく自然なものと言えるのではないだろうか。

私はチョコレートの画像のお礼を述べたあと、勇気を振り絞ってこう切り出した。

『実は今週の土曜日、ホテルファビュラスステイ東京のアフタヌーンティーに行く予定だったんですが、一緒に行こうとしていた友達に急用ができてしまいました。シュリくんの都合がつくようなら、よかったら一緒に行きませんか？』

送信ボタンを押すときはとてもドキドキした。シュリくんと実際に会うことになるかもしれないという期待とともに、断られるかもという不安もあったから。

　しばらくして彼から返事があった。

『本当ですか？　今年は予約を取りそこねてしまって残念だなと思っていたので、誘ってもらえてうれしいです。ご一緒してもいいですか？』

　──えっ、ＯＫしてくれた！

　かくして私とシュリくんは、特別なアフタヌーンティーを楽しむ、という大義名分のもと、初対面することになった。





　◆◇◆






　──シュリくんと会うことになった土曜日。この日は快晴で、まるで天気までもが私とシュリくんのデートを応援してくれているかのような気持ちになった。

　……これはデートと言っていいものだろうか？　でも、恋人のいない男女が遊びに行くのをデートと呼ぶ以外ないはず。

　そう自分に言い聞かせながら、並々ならぬ気合を入れて準備をはじめた。

　服装は迷ったけれど、無難にひざ下丈のワンピースにした。カラーは大人っぽくもかわいくも見せることのできるライラック。足元は茶系のサンダル。バッグはきちんと見えるお気に入りブランドの白いハンドバッグにした。

　普段はほぼダウンスタイルの髪型は、アップにしてイメージを変えてみる。

　メイクもオフィスでしている色味のないものから、服装に合わせて目元に淡いパープルを入れてみて、よりかわいらしい印象になるように変化をつけた。

　──うん。我ながら悪くない仕上がり。

　鏡の前で自画自賛したあと、時計を確認して意外と時間がないことに気が付く。荷物をまとめ、いざ出発。

　自宅からホテルファビュラスステイ東京へは私鉄を使って小一時間。都会の真ん中にあるその場所に入るとき、前回もちょっと緊張したのを思い出した。これは、どのホテルのアフタヌーンティーに行くときも一緒だ。こういうところに泊まる機会のない人生だから、委縮してしまうのかも。今回は、名前も顔も知らずにメッセージのやり取りだけをする異性と初めて会う、という、ドキドキとワクワクも乗っかっている形だ。

　シュリくんとは、エントランスの先のロビーで待ち合わせ──なのだけど。週末ということもあり思っていたよりも人が多い。ソファやスツールが埋まってしまっている。

『今日の僕の服装は、白いシャツに黒いパンツです。もう少し探しやすい服装にすればよかったなと、電車のなかで反省しているところです』

　今朝、私の服装をシュリくんに伝えていたのだけれど、先ほどこんなメッセージが入っていた。

　……電車に揺られながらしょんぼりしているシュリくんを想像して和んでしまったのは内緒だ。

　とはいえ、顔を知らない人との待ち合わせでスムーズに落ち合えるかは、やはり服装が重要なのだろう。

　白いシャツと黒いパンツなんて飽和状態なので、せめて人を探している感じの人を見つけられれば、かなり近道だと思うんだけどなぁ……。

　エントランスにいちばん近いソファの前に立ち、周囲を見回していたそのとき、意外な人物が視界に入ってきた気がして、二度見する。

　白のバンドカラーシャツに黒いスキニーパンツ。足元に黒のローファーを合わせた彼も、誰かを探している様子だった。黒縁眼鏡の奥の瞳をきょろきょろと顏ごと動かすと、毛質の柔らかそうなマッシュウルフのヘアがふわっとなびいた。どこかで見たことのある、その人。

　──あれ、何で蛯原くんがここに……？

　っていうかその格好って、えっ、もしかして……??

　その場で固まっていると、蛯原くんらしき男性も私の存在に気が付いたようだ。軽く目を瞠ったあと、

「山口さん……？」

　と、私の名前を呼んだ。そして、何かを確認するみたいに視線を上下に滑らせている。多分、彼の意識は私の服装にあるのだろう。

「…………」

「…………」

　距離にして四、五メートル。お互いから視線を離せないでいる私たちの考えていることは、たぶん同じだ。

　──信じられない。

　同僚とは知らずにアプリでつながっていたなんて……！

　というか、認めたくない。シュリくんが蛯原くんだったとか──あぁ、めまいがしそう。

　蛯原くんのほうも、珍しく軽く眉を顰めている。彼なりに動揺しているのかもしれない。

　……どうする？　こんなの気まずいし……解散にしたほうがいいか。

　お互いにハズレ感が否めないもんね。同じ会社の同期っていうのは、さすがに……。

「あの、蛯原くん」

「はい」

「今日のところは解散にしましょう」

　多分これが、最良の選択だろう。アフタヌーンティーは惜しいが仕方がない。私は咳ばらいをしながら言った。

「……せっかく予約が取れたのに、ですか？」

　──ところが、蛯原くんが首を傾げながらそう訊ねる。

「三種のいちごのナポレオンパイ、『ゆりな』さんが──いえ、山口さんが食べたがっていたものなのに。ここまで来て、食べないで解散というのももったいなくないですか？」

「うっ……」

　私だって、できるものならホテルファビュラスステイ東京自慢のナポレオンパイをもう一度食べたい。かつて口にしたことのある蛯原くんだって、きっとそう思っていることだろう。

　ふっと視線を逸らした先に、ＬＥＤ看板が見える。そこにタイミングよく、二階のラウンジで催されているアフタヌーンティーのイベント情報が映し出された。

　ケーキスタンドの三段目に生ハムのサンドイッチとピンチョス。二段目はクロテッドクリームとストロベリーと思しきジャムを添えたスコーン。そして一段目には小さなグラスに入ったピンク色のムースとマカロン。そして、目を引くナポレオンパイ。

　──スイーツ好きの血が騒ぐラインナップだ。すっごくおいしそう。

「とりあえず深いことは考えず、食べるだけ食べませんか？」

「……そう、だね。とりあえず……」

　せっかく予約できたんだし、この場にいるのだから。その権利をみすみす捨てるのももったいないか……。

　冷静に促す蛯原くんに乗せられる形で、私と彼はロビーの中央にあるエスカレーターで二階へと上がった。




「わっ、かわいい！」

　運ばれてきたケーキスタンドに、思わず高い声が出た。

　三段のお皿に乗せられた、ピンク一色の軽食やスイーツは壮観。やっぱり来てよかった。

「写真撮ります？」

「うん」

　正面に座る蛯原くんの問いかけに頷きながら、背もたれに置いていたバッグからスマホを取り出す。

「うーん……なかなか難しい……」

　スマホの位置を変えたり、角度を変えたりしながら、何回かシャッターを押す。でも、しっくりこない。

「このグラス邪魔ですよね。あと、こっちを背景にしたほうがいいかもしれないです」

「あっ、ありがとう」

　窓のほうを指し示した蛯原くん。そちらをバックにしたときに邪魔になりそうな、水の入ったグラスやおしぼりをどかしてくれた。

　……うん、自然光も入ってきて、お皿に乗ったケーキたちがよりきれいに撮れるかも！

　繰り返しシャッターを押し、満足する写真ができた。ふと蛯原くんのほうを見ると、ちょっとそわそわしている。

「蛯原くんもこの角度から撮る？」

　直感的に、彼もこの構図で撮りたいのだとわかった。彼が自分で撮ったスイーツの写真をたくさん持っていると知っていたからだろう。

「……はい、ありがとうございます」

　彼はほんの少し申し訳なさそうに眉を下げてから、私の席に来て写真を撮った。

　スマホ越しにスイーツを見つめる目は真剣そのもの。二年前、彼と一緒に仕事をしたときのことを思い出した。

「すみません、ありがとうございます、おいしそうに撮れました」

「あ、いえいえ。……私が撮った写真を送ってもよかったのかなって、撮ってる最中に思ったりもしたけど」

「いえ、僕自分で撮るのが好きなので。だから、ありがとうございます」

　その気持ちはわからなくもない。私もどちらかと言うと、写真はこだわって自分で撮りたいほうだから。

　改めて席に着いたあと、最初のお茶が届いた。私はいちごの催しに合わせて、フレーバーティーのストロベリーティー。

　スタッフがティーカップに紅茶を注いでくれている間の、わずかな空白に緊張する。

　……私、あの蛯原くんとお茶しに来てるんだ。しかも、ふたりで。

「蛯原くんは飲み物何にしたんだっけ？」

　スタッフが下がったあと、沈黙によって生じた気まずさを払拭するため、積極的に訊ねてみる。

「僕はニルギリです。どんなお菓子にも合うので、最初はこれにすることが多いですね」

「そうなんだ。詳しいね」

「スイーツを食べ歩いているうちに、それに合う紅茶を調べたりもしたので」

「えっ、そうなの。じゃあ、どういうスイーツにどんな紅茶が合うとかも知ってるの？」

「主観が入りますが、はい」

　私は目の前に積んである三枚のお皿を見つめながら、いちばん上の段を示した。

「たとえば──今日の主役のナポレオンパイに合わせるなら？」

「そうですね……」

　蛯原くんは少しの間、ナポレオンパイを見つめながら両手を組んで考える仕草をする。たっぷり十秒くらい数える間のあと、再び口を開いた。

「僕ならキャンディですかね。なるべくいちごの邪魔をしないような、個性の強すぎないお茶が向いてるかなと思うので」

「そっか。なら次はキャンディにしてみようっと」

「はい、よかったら」

　頷く蛯原くんの口角が自然とあがった。普段会社で見せる、目の前のできごとに無関心ですと言わんばかりのスンとした顔に、自然と明るい表情がつく。

　──へぇ、そういう顔もできるんだ。

　……というかこの人、顔はカッコいいんだよなぁ。

「ちなみに、そのとなりのムースに合わせるとしたら何？」

「ムースですか……うーん……」

　彼のその表情をもっと見ていたいと思った。今度はナポレオンパイの脇にある、生クリームといちごソースの乗ったムースを指差すと、彼がまた考え込む。

「キャンディかな、と……」

「同じじゃない」

　まあまあ悩んだ割りに。私がつい噴き出すと、きまりが悪そうに前髪を掻いた。そのときの、ちょっと心細そうというか、恥ずかしそうというか──そんな顔も、初めて見た。

「そこのマカロンは？」

　面白くなって私がさらに続ける。

「キャンディですかね」

「今のは完全に狙ったでしょ？」

「いえ、それだけキャンディが有能なんですよ」

　この流れは蛯原くんのほうも面白がっている。そう思って突っ込んだのだけど、彼は駆け足気味の口調で妙に慌てていた。

　……もしかして、真面目に答えていたのか。

「蛯原くん、早口になりすぎ」

　そんなに焦らなくてもいいのに。そんな態度がおかしくて、私はなおのこと笑った。

　──あれ、なんか楽しい……？

　苦手だと思ってた蛯原くんとふたりきりでお茶を飲むという特異な状況なのに、意外と順応できている自分がいる。……不思議。

「それにしてもさ……まさか蛯原くんがシュリくんだとは思わなかったよ」

　それぞれが選んだ紅茶を飲みながら、私は敢えて核心から迫った。

「僕も、山口さんがゆりなさんだとは思ってませんでした」

「私はでもほら、名前はそのままだし。蛯原くんは何で『シュリ』なの？」

　一瞬言葉に詰まったあと、彼が俯きがちに小さく息を吐く。

「……高校時代のあだ名なんです」

「あだ名？」

「エビハラなので、シュリンプって。それが短くなって」

「そういうこと」

　──シュリンプのシュリか。そこはさすがに想像できなかった。

「さらに意外だったのは、スイーツが好きってところ。会社での蛯原くん、全然そんなイメージないからおどろいたよ。まさかって」

「……ですよね」

　さらに突っ込んでみると、みるみるうちに彼の顔が赤くなっていく。……耳まで真っ赤。

「どうしたの？」

「いや……男のくせに甘いものがすごく好きっていうの、人に言いづらくて……ずっと隠してたんです」

　──え。まさか蛯原くん、恥ずかしがってるの？

「だから山口さん、内緒にしておいてくださいね。……その、会社の人に」

「う、うん、わかった」

　下がった眉と、ちょっと頼りなさそうに揺れる瞳。

　イケメンってずるい。照れた顔さえカッコよく見えるんだ。

　……私、どうかしてるのかな。不覚にも、ちょっとかわいいなんて思って──どきっとしてしまった。

「……か、会社の人はどちらかというと、蛯原くんがスイーツ好きだということよりもマッチングアプリをしてることのほうに食いつきそうだけどね」

　気持ちの高ぶりを悟られまいと、何でもない顔で世間話を続けていると、彼が「どうして？」と言うようにやや顔を傾けた。

「だって、蛯原くんイケメンでしょ。同期会でも毎回モテてるし、私の後輩にも蛯原くんのことカッコいいって騒いでる子いるよ。アプリなんて入れなくても彼女作ったりできそう」

　超がつくほど鈍感でなければ、周囲の女性からの好意に気付いているはず。単に出会いがほしいということなら、そのなかの誰かとお近づきになったっていいのに。

「僕がイケメンかどうかはその人の好みによるのでさておき……公私を分けたいほうなんですよね。職場にプライベートを持ち込みたくないというか」

「それわかる！　会社は仕事をする場だし、職場の人間関係を複雑にしたくないっていうのはあるよね。私も同じ気持ちで、彼氏にするなら仕事関係以外の人が理想かな」

　私の場合、会社での立ち振る舞いが原因で最早顔見知りの男性社員が寄ってこないのが大きなところなのだけど……みなまでは言わず、彼に全面的に同調した。

「お話し中失礼いたします」

　蛯原くんとの間にスイーツ以外の共通項を見出したとき、スタッフが声をかけてくる。

「本日、アフタヌーンティーとのマリアージュにぴったりのシャンパンをご用意しておりますが、いかがなさいましょうか？」

「どうしますか？」

　スタッフが手にしているシャンパンのボトルと、私の顔とを見比べながら蛯原くんが訊ねてくる。

「プロフィールにお酒好きだって書いてたよね。あれ？　でも──」

　会社の飲み会のとき、蛯原くんはいつもウーロン茶だったはず。先日の同期会でももちろんそうだった。

「お酒は好きなんですが、失敗しないように会社では控えてるんです。でも、今日はせっかくなので頂こうと思うのですが……どうでしょう？」

「そうだね。せっかくだから。頂こうか」

　思わぬ楽しい展開に浮かれていた私は、彼の提案を快く受け入れた。スタッフは「承知いたしました」と言って、いったん席から離れていく。

　私たちの距離感は、シャンパンを開け、おいしい軽食やケーキを食べてお互いの気が徐々に緩んでいくごとに少しずつ縮まっていった。

　お気に入りのスイーツショップや最近食べたケーキ、注目しているお店、それらの情報収集の方法など、アプリのなかでと同じ会話をリアルに楽しめるのがとても新鮮だ。その相手が蛯原くんだという偶然すら、もはや面白がっている。

　まだまだ私のなかのシュリくんと現実の蛯原くんは遠いけど、話せば話すほど、会話の端々にでるこれまでのやり取りや言い回しによって、ふたつの影が重なっていくような感覚が確かにあった。

「このちょっとの時間だけど、蛯原くんのイメージ、かなり変わったよ」

「そうですか？」

　シャンパンクーラーから取ったボトルの中身を、私のグラスに注いでくれながら、蛯原くんが訊ねた。

　彼はこう見えて気が利く性格のようで、私のグラスやカップが空きそうになったらすぐにお酒やお茶をサーブしてくれたり、私のおしぼりが汚れたことに気が付くと何も言わずに替えをもらってくれたりしてありがたい。こういう行動も、オフの時間に合っているからこそ見えた彼の姿に違いない。

「うん。思ってたよりも全然話しやすいし──あ、でも何で丁寧語なの？　私たち、同期なのに」

　入社当時から他人行儀だったので、あまり気にしないようにしていたけれど。この機会なので訊ねてみる。

「昔からそうなんです。癖みたいなもので」

「本当？　家族とか仲のいい友達にも？」

　少しの間。蛯原くんはどんな質問でも、ちゃんと考えてから答えを出す人のようだ。正確さを追求するのは会社でのイメージ通りだ。

「……そうでもない人もいますね」

「でしょ？　一線引いてるみたいに見えるから、会社の人に対してもある程度仲良くなったなと思ったら砕けていいと思うけどな」

「会社ではちゃんとしなければという意識があるのかもしれません」

　──なるほど。好きなアルコールを会社では一切飲まないのと同じ理由か。

「僕も、山口さんのイメージが変わりました」

　かわいらしくデコレーションされたマカロンを味わってきゅっと口角を上げたあと、蛯原くんが言った。

「どんな風に？」

「……気を悪くしないでもらいたいんですが」

　私を見つめる眼差しが少し頼りないものになり、声のトーンが少し落ちる。

「うん、どうぞ」

「山口さんと仕事の話をしていると緊張感がありましたし、立場的に僕とぶつかりそうなことも何度もありましたが、外で会うとこんなに楽しく話せるんだというのが……意外だな、と」

「あはは……そうだよね。そんなこともあったなぁ」

　唇から乾いた笑いがこぼれる。

　──やっぱり爆発しかけていたのは何となく伝わっていたんだ。事実だから、弁明のしようもない。

「はい。一年前の設立二十周年記念企画のミーティングのときでしたよね。稼働のコストとかスケジュールとか完全に無視した案をバンバン出してこられて……それが無理だと話したら激しく反論してこられたこととか。懐かしいです」

　多分、皮肉のつもりで言ったのではないだろう。そう信じたい。でも話の内容を聞いたとたん、私の仕事スイッチがカチッと音を立て、オンになる。

「アイデアを出すのがそのときの私たちの仕事でしょ。それが可能か不可能かはじっくり考えてみてから答えを出せばいいじゃない」

「でも時間は有限ですから。最初から可能であろう案を出していかないと、振り返ったときにその時間すべてが無駄だった、ということになりかねません」

「っ……」

「記憶違いだったらすみませんが──たとえば山口さんが出した、期間限定の販売サイトにおいてそのユーザーが過去にどんな商品を購入したかを画像付きで閲覧できるようにするシステム……ああいうのは通常のＥＣサイトに導入してこそ意味のある機能だと考えます。なので実装するには無駄だと考えて発言しました。その意見は今も変わりません」

「無駄って……」

「あと、何を導入しようとしたときなのかは忘れてしまいましたが、他にも多々……企画部は簡単に『こういうものを作りたい』と言いますが、構築したり運用したりするまでの時間や、保守までのコストも含めてそれでも会社にメリットがあると納得できなければ採用されませんので無謀です。というのは、僕が言うまでもないですよね」

「だから前から言ってるよね。そういう言い方はなくない？」

　正論に次ぐ正論を隙なく畳みかけられて、蛯原くんへの反発心が急速に募っていく。

　今まで和やかに話していたのに、こんなに突き放すような言い方をするなんて。

「あのときも思ってたけど、蛯原くんの言い方って理詰めで強いんだよね。内容は合理的なんだろうけど、言われてるほうは責められてる気になって嫌な気持ちになる」

　一年前の憤りが泉のように湧いて出てきて、抑えることができなかった。アルコールが入っているせいで饒舌になっているのもよくなかったのかもしれない。

「──いつもそういう感じだから、顔は整ってるのに決まった相手がいないんじゃない？」

　そのとき、蛯原くんが「え」と小さく口を開いたのを見逃さなかった。そして、痛いところを突かれたとばかりに少しだけたじろいだような気がする。形勢が悪かった私は、大人げなくここが責めどころとばかりに語勢を強める。

「マッチングアプリで彼女を探してるってことは、普段接してる人のなかから相手を見つけられないってことだもんね。確かに普段からそういう会話の運びじゃ、彼女ができたとしても長続きしないと思うし」

　言い終えたところで、血の気がさーっと引いていく心地がした。

　──うわー。やっちゃった……！

　と、まだきちんと機能している理性的な私が叫んだ。

　これ、そのまんま自分自身にも言えることじゃないだろうか。

　酔いが回っているとはいえ。昔の話を掘り返されてダメ出しされたとはいえ。蛯原くんにケンカを売るみたいなことを言ってしまった……！

「山口さんこそ」

　青くなっていると、ふっとため息を吐きながら蛯原君が続けた。

「──そういう意地悪なことを平気で口にするから、すぐに彼氏にフラれるんじゃないですか？」

「……な、何で蛯原くんがそれを？」

「この間の同期会で塩家くんと話しているのが聞こえてきたので」

　──まさかあの会話を聞かれていたなんて。羞恥で顔が熱くなり、両頬を覆う私に構わず。蛯原君がさらに続けた。

「まさかさっきみたいな噛みつき方で彼氏にも接していたわけじゃないでしょう。男ってデリケートなんですよ。あんな言い方だと間違いなく萎えます。セックスのときなんか、特に」

「なっ……！」

　シンプルにおどろいた。コンピュータみたいに感情の揺れのない彼の口から、セックスなんて単語が飛び出してきたことに。

　気が強いところを指摘されて諭されていることなんて、忘れてしまうくらい。

「そ、そっ、そんなことっ……あるわけないじゃないっ」

　周囲を素早く見回しながら小さく叫ぶ。……予想外の人から予想外のことを言われると慌ててしまう。会話を聞かれてはいないだろうかと案じたけれど、誰も私たちに注目しているわけではなさそうでホッとした。

　言われっぱなしではいけない。何か言い返さなきゃ──

「私はっ……結構雰囲気とか大事にするほうなんだから！　できることなら証明してあげたいくらいっ」

「それどういう意味ですか？」

「え？」

「証明してあげたいって……実際にセックスするって意味に取れますけど、遠回しに誘ってます？」

「はぁっ!?」

　例え話を本気に受け取られてしまったことに気が付き、私はいっそう慌てた。

「違う、そんなつもりで言ってないっ」

　両手をぶんぶんと振った際に、シャンパングラスと一緒に手元にあった水のグラスに当たって倒れた。テーブルに、床に、水がこぼれる。

　こんなときにとおろおろしていると、蛯原くんは涼しい顔でスタッフを呼んで、対応をお願いしてくれた。それだけでなく、スタッフが再び現れる間に、自分の手元にあったおしぼりでテーブルを拭いてくれる。

「うん……それもアリかもしれないですね」

「……何が？」

　スタッフがタイル張りの床をきれいに掃除して帰っていったあと、蛯原くんが私の瞳を熱っぽく見つめながらつぶやいた。

「その気があるなら証明してもらいましょう」

　……証明って、さっきの話？

「いやいやいやいや。おかしいでしょう」

　今度はグラス類を倒さないように気を付けながら、私はまた両手を振った。

「何で私が蛯原くんとそんなこと……」

「もしかして口から出まかせだったから、尻込みしてるんですか？」

　うろたえる私とは正反対に、蛯原くんは完全に冷静さを取り戻していた。

「セックスに自信がないからそんなに動揺してるんですよね。ひょっとして、すぐに彼氏にフラれているのは、そっちが理由だったりするんでしょうか」

「何よそれ」

　抑揚のない言葉のなかに挑発が垣間見えた。

　……バカにされてる？　蛯原くん、私のことなんてほとんど知らないくせに！

　──こんな謂れのないことで言い負かされるわけにはいかない。このまま退いてしまったら、夜、ひとりになった瞬間から悔しさが募って眠れなくなりそうだ。

「──わかった。そんなに言うなら証明してあげる。その代わり、今の失礼な言葉の数々、謝ってもらうんだから」

「それが事実であれば、いくらでも」

「っ……！」

　まるで全然信用していない言い方に、また神経を逆なでされる。

　悔しがる私を見て、蛯原くんの美しい顔が不敵な笑みを形作る。

「証明するって、山口さん──あなたが言ったんですからね。その約束、必ず守って下さいよ？」
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「あの、蛯原くんっ……蛯原くんってばっ！」

　三段にわたるスペシャルなお皿を堪能したあと、私はなかば蛯原くんに連れ去られる形でホテルの客室に到着した。扉を閉め、オートロックのカチリという施錠の音を聞くかどうかというタイミングで、振り返った彼に抱きすくめられる。

「や……やっぱりこういうのってよくないと思うっ……！」

　指先から力が抜けて、お気に入りのバッグがその場に落ちる。

　私の声は情けないほど揺れていた。思いがけず力強い彼の腕を振りほどけないまま、最後の抵抗とばかりに訴えかけてみる。

「ここまで来て怖気づいたんですか？」

　そう、私は間違いなく怖気づいている。斜め上から私を見下ろす、眼鏡越しの黒々とした瞳と目を合わせないようにしながら、躊躇いがちに口を開く。

「……だって、こんなのおかしいかなって……そういうのは、好き同士ですることでしょ……？」

　ましてやいけ好かない同期が相手だなんて──こんな状況どうかしている。

「山口さんって意外に古風な恋愛観を持ってるんですね」

「意外って失礼じゃない？　私が誰彼構わず遊んでるとでも？」

　私の感覚が世間一般のそれとずれているとは思いたくない。声を荒らげると、蛯原くんは「いえ」と首を横に振った。

「決してそんな風には。ただ、割り切ってる人が一定数いるのも確かですから」

「まぁ、それは……」

　もちろん、心と身体を切り離して考えている人がいるのも知っている。理解はできても共感はしないので、真似はできないけど。

「約束ですから。さっそく、『証明』してもらいましょうか」

「んっ……！」

　彼は片方の腕の力を緩め、私の後頭部を掬うように触れる。そしてそのまま引き寄せて──唇を、奪われる。

「ふぅ、むぅっ……んんんっ……！」

　柔らかくて温かい。ちゅっ、ちゅっと音を立てながらゆっくりと味わうように唇を食んだあと、彼の舌がゆっくりと侵入してくる。

「ぅんっ──ん、ふっ……」

　──えっ……！　蛯原くんてば──キスがすっごく上手っ……！

　柔く何度も舌先を食まれ、舌で口腔内を探られると、頭の芯がしびれて何も考えられなくなる──

「え……びは、ら、くんっ……」

　敏感な粘膜を刺激されて恍惚としながら、それでも抗わなければいけないような気がして、彼の名前を呼ぶ。

「優里奈さん、もっと身体を僕に預けて」

「蛯原くん……あの、名前っ……」

　キスの合間、至近距離で名前を呼ばれてドキドキした。プロフィールに登録したニックネームと同じ音だけれど、こうして傍で囁くように呼ばれると、本名だと意識して呼ばれている気になって、ドキドキがさらに加速する。

「雰囲気を大事にするほうなんですよね、優里奈さんは」

　小さく笑った蛯原くん。私の額に自分のそれをくっつけて、そのまま私を見下ろす。

　──……こんなゼロ距離……心臓がもたないんですけど……！

「なら、僕のことも名前で呼んでくれませんか？」

「蛯原くんを……？」

「というか、知ってます？　僕の名前」

「知ってる……千明くん、でしょ」

　記憶力はいいほうなのだ。仕事で絡んだ社員の名前はまず間違いなく覚えている。蛯原くんは同期なのだし、忘れるはずがない。彼みたいに引っかかるところがある人は、特に。

「そう。呼んでくれてありがとうございます、優里奈さん」

「あ──」

　お礼、のつもりなのだろうか。彼はそうつぶやくと、今度は私の耳を食んだ。

　ついさっき唇にそうしたように、軽く音を立てて吸い付いたり、味わうように舌先を動かしたりして──

「ん、ぁ……これだめぇ……！」

「……嫌ですか？　耳、されるの。嫌い？」

「……ぁは、んはぁっ、んんっ……！」

　はっきりと答えることができないくらいに鮮烈な悦びが火花のように散って、くらくらした。

　次第にぴちゃぴちゃと響く水音。わざと聞かせているみたいな艶めかしい音に羞恥心を煽られつつ、舐められるほどに身体の奥のほうから快感がせりあがってくる。

　今まで、こんな風に耳を愛撫されたことがないわけじゃないけれど……何だかすごく反応してしまうのはなぜだろう。じっくりと味わうみたいに時間をかけられているから？

　自分の耳がこんなに敏感だったなんて知らなかった。思わず目をつぶってしまうような鋭い愉悦に、私は彼のシャツをぎゅっと掴んだ。

「敏感なんですね。びくびく震えて」

「あぁっ……そこ、でっ……喋らないでっ……！」

「余計に気持ちよくなっちゃうからですよね。……わざとです」

「んはぁっ……！」

　唾液を塗された耳朶をちゅっと吸い上げてから、舌先は少しずつ耳孔へ向かってくる。

　たっぷりと焦らしながら周辺を愛撫し、シャツを掴む手の力が抜けてきたところを見計らって、耳孔に侵入してくる。

「舌が穴のなかを出たり入ったりすると……ゾクゾクしてきちゃいますよね……？」

「えび、はらく……ぁ、や、ぁっ……！」

　ぬめる舌先が表面の凹凸の感触を残しながら感じやすい場所を往復する。

　──息ができなくなりそうなくらい、気持ちいいっ……。

「っ、はぁっ……だめですよ。僕の名前……ちゃんと呼んでください」

「ちあき、くんっ……！　それ、だめなのっ……立って、られな……」

　身体中の力が抜けて、今にもへたりこんでしまいそうだった。蚊の鳴くような声で訴えると、蛯原くんが余裕綽々に笑ったのが吐息でわかった。そのまま、耳元でこう囁く。

「じゃあそろそろベッドに行きましょうか」

「っ……!?」

　彼が流れるような所作で身体を屈め、私のサンダルを脱がせた次の瞬間、身体がふわりと宙に浮いた。ほんの少しだけ視界に映る景色が変わる。

　──お姫様抱っこされてる……！

　私が絶句している間に、彼は悠然と部屋の中央にあるダブルベッドまで歩いていく。

　その上に私をそっと下ろすと、すぐに私の身体に覆いかぶさってきた。

　しようと思えばまたキスができそうな距離で、蛯原くんが口を開く。

「正直、ロビーで会ったときはびっくりしました。ゆりなさんがあなただったことももちろんそうですけど……そういう服装、初めて見たので」

「服……？」

　どうして急にそんな話を？

　理由が知りたくて、私は答えを待つみたいに彼をじっと見つめる。

「もちろん会社ではそれらしい服をチョイスして着ているってことなのでしょうけど、一瞬、似ている別の女性なのかと見違えるようでした」

「えっと……もしかしてだけど、今日の服を褒めてくれてる？」

　蛯原くんがデート仕様のかわいらしいテイストの服に気づいてくれるばかりか、それを褒めてくれるようなタイプの男性とは思ってもみなかった。

「……あ、ありがとう」

　うれしい誤算なのかもしれない。私は照れつつお礼を口にした。

「……雰囲気が違うと思ったのは、服装のせいだけじゃないかもしれませんね」

　いつもそっけないほど冷たく澄んでいる蛯原くんの瞳から、情熱的なニュアンスが溢れた──気がした。

「蕩けた顔でそんなしおらしい反応……煽ってるんですか？」

「んっ……はぁっ……」

　直後、首筋に熱い唇が押し当てられる。舌を柔らかな肌に押しつけながら、ちゅっと短い音を立てて痕を残そうとする。

「見えるところにっ……残しちゃ、やぁっ……！」

「なら、見えないところにしますね」

　ワンピースの胸元からウエスト付近にかけて直線を描くように並ぶ三つのくるみボタンを、ひとつずつ外しながら問いかけてくる蛯原くん。

「そんなこと言ってないっ……んんっ……！」

　ボタンを外したことで胸元が大きくはだけた。鎖骨の下、キャミソールを軽く捲り、膨らみの始まりのあたりにまた口づけ、きつく吸い上げる。

「きれいに痕がつきました。優里奈さんの白い肌によく映えてますよ」

「んうっ……」

　痕をなぞる乾いた指の感触に、身を震わせる。

「反応がいちいち新鮮でかわいいですね。僕をセックスに誘っていた人とは思えないくらい」

「だ、だからあれは、そんなつもりで言ったんじゃないっ……ただの例えなんだって……！」

「へえ、そうだったんですか？」

　意地悪に、繰り返し痕を撫でつける蛯原くん。でも、口調に反して指先の動きは優しい。

　刹那、彼が喉を鳴らして笑った。

「……そうだとして、いまさら訂正しても遅いですけどね。ここまで来て、お預け食らう気はないので」

「ひゃぁっ……！」

　大きく開いた襟ぐりからキャミソールをたくし上げ、そこから覗いた薄いピンクのブラのカップをずり上げる。すると、カップに収まっていたバストがふるりとこぼれ出てきた。

「優里奈さんだって、このまま何もなかったみたいには帰れないでしょう？」

「ん、ぁ、触っちゃっ……！」

　人差し指でそっと頂を弾かれると、淡い快感が迸った。

「……きれいですね。もう片方も見せてください」

　もう片方のカップもずり下げて、膨らみにある中心を露出させる蛯原くん。彼からの視線を痛いほどに感じる。

　──そんなにじっと見ないでほしい。彼に見られていると意識すると、お腹のあたりがじんと熱くなってきて、その熱が全身に伝播していきそうだ。

「こんなにツンと尖らせて……」

「っふぅっ……！」

　ぐり、と片側の頂を親指の先で圧し潰される。勃ち上がった部分をそのまま引っ込ませようとするみたいに圧をかけながら、円を描いて。

「これじゃまるで、触って気持ちよくして、って言ってるのと同じですよ」

「ぁ、うぅっ……言ってな、いっ……」

「あぁ、触ってほしいんじゃなくて、舐めてほしいんですね？」

「あ──……！」

　快感の質ががらりと変わる。指先でもてあそんでいたその場所に顔を埋め、今度は唇で刺激してくる。

「あ、はぁっ……んんっ……！」

　芯を持ちつつある胸の先を、唇と舌と両方で扱かれる。指でされていたよりも深い喜悦に支配され、吐息も湿ったものに変わっていく。

「ほら、いい声で啼いてくれてますね」

「ん、く……あっ、そっちはっ……！」

　左右の胸の頂に交互に舌を這わせながら、彼は私の足を軽く開かせ、スカートの下に手を差し入れる。膝や内腿を経由して下腹部に到達した指先は、ショーツに覆われた恥丘をひと撫でした。

「ここ、早くいじってほしい？」

「ぁああっ……」

　軽く撫でられただけでも期待を示すかのごとく腰を浮かせてしまって、蛯原くんが笑った。

　どうして彼に触れられると、こんなにも反応してしまうのだろう。

　私も二十六歳。異性とベッドをともにする機会は年相応にあったと思う。そのなかには、いまいち高ぶりを覚えることのできない相手も何人かいた。相手だけが果てて、それきり行為自体が終わってしまうことだって。

　だから……まだ衣服をまとっている状態にもかかわらず、思考を快感に乗っ取られそうな自分に戸惑いを隠せない。

　これ以上先に進んだらどうなってしまうの？

　蛯原くんの指先が、ショーツの脇から侵入しようとしてくる。

　──だめなのに。その場所を許したら、本当に後戻りできなくなりそう……！

「んんんっ……！」

　くちゅり、といやらしい音を響かせながら、彼の指がショーツのなかに入って、秘裂のうえを滑る。

「もう濡れてるじゃないですか」

　入り口から溢れる蜜を指先にたっぷりと塗しつけてくすぐられる。彼の指先がちょっと冷たく感じられるほど、その場所が熱を保っているのがわかった。

「やっぱり早くいじってほしかったんですね」

「やぁあっ……それ、すごいぃっ……」

「優里奈さんの入り口からとろとろなのがいっぱい溢れてて……下着のなか、びしょびしょですよ」

　人差し指から薬指までの三本が粘度のある浸出液にコーティングされると、もう少し思い切りよく指先を動かされる。

「この音聞こえます？　くちゅくちゅって、えっちな音」

　秘裂の表面に溜まった液体を掻き出すみたいに刺激されるたび、頼りない水音が途切れ途切れに聞こえてくる。

　恥ずかしさでめまいがしそうだった。どうにか頷いて見せる。

「かわいい……まさかこんなに従順に返事してくれる優里奈さんが見られるなんて」

　声が上ずっていると感じた。感情の揺れがとんど見えないはずの蛯原くんだけど、掠れたニュアンスや吐息から、もしかしたらひどく興奮してくれているのでは、と思う。

「お礼にイかせてあげますね」

「え──ぁああっ……！」

　入り口の縁をくるくると撫でまわしながら、再び胸の先に吸い付いてくる蛯原くん。

「一緒に気持ちいいところも扱いてあげます。ここ、気持ちよくないですか？」

　敏感な突起の付け根の部分をそっと摘ままれて、そのまま扱かれる。突き抜ける快感に一枚ベールを被せたみたいな、ほんの少しだけ穏やかだけど新鮮な悦びは、別の性感帯からの刺激もあいまって、私を虜にした。

「イイっ……ぁ。えびはらくんっ──頭、真っ白になっちゃいそぉっ……！」

　下着が濡れて張り付いていて気持ち悪い。それほどまでに身体が高ぶっているというサインなのだろう。まだ指すら挿れていないというのに。

「……ねえ、僕のことは何て呼ぶんでしたっけ？」

　顔を上げ、意地悪な瞳が二枚のレンズを通して訊ねてくる。

「っ、ち……千明くんっ……！」

「そうですね、優里奈さん。油断しちゃだめですよ。……じゃあ、僕の名前を呼びながらイってください」

「ふぁああっ……！」

　彼は妖しく微笑むと、再び胸の膨らみに顔を埋めた。

　下肢では突起の付け根を刺激され続けている。あまりにも強い、快感。

「ち、あきくんっ……ちあきくんっ……んんんんっ……!!」

　目の前でフラッシュが焚かれたような錯覚。私は、彼の手によって高みに導かれてしまった。

「……ぁ……はぁっ……」

「気持ちよくイけました？　……服、邪魔だから脱いじゃいましょうね」

　しばらく絶頂の余韻を味わっていたけれど、まだ頭がぼーっとしている。

　蛯原くんにワンピースを脱がされている間も、何も考えることができなかった。

「……優里奈さんって細身の女性って印象だったのですが……結構胸が大きかったんだなって、いい意味で意外です」

　仰向けになっていたときはわかりづらかったのだろう。促されるがまま上体を起こして私のブラを外しながら、蛯原くんがつぶやく。

　アルファベットの四番目を大きい胸だと言えるのかどうか。でも意外性ということであれば納得できるかもしれない。

　普段、身体のラインをきれいに見せるために、敢えてバストが控えめに見えるブラを着けることが多い。そうすることで、白いワイシャツやブラウスなど、得てして胸が強調されやすいトップスもスマートに着こなせるからだ。

「下着も濡れてるから、脱がないと」

　私が身に着けている最後の一枚を脱がせたあと、今度は自分自身の衣服を脱ぎ始める蛯原くん。

「千明くん……」

「何ですか？　優里奈さん」

「あ、の……」

　早々に露になった上半身から目を離せない。

　──蛯原くんこそ意外だ。

　ハグされたときからちょっと意識はしていたけれど、胸も腕も見た目よりもずっと筋肉質で、線は細いのにしっかりと男性的な身体つきをしている。会社の女の子たちが見たら歓喜することだろう。

「もしかして、見惚れてくれてます？」

「っ……何でわかるのっ……」

「わかりますよ。それだけじっと見られていたら」

「だ、だって……千明くんのほうこそ、いい意味で意外だったから」

「そう思ってもらえるのはうれしいですね」

　言葉通りうれしそうな響きに乗せてそう言われるのもまた、変な感じがして照れる。

　──蛯原くんてこんなこと言うキャラだったっけ？

　たった数時間の間に目まぐるしくいろんなできごとがあって、頭が追いつかない。

　自分が置かれている状況を再確認しているうちに、彼がいつの間にか下着姿になっている。

「あ……え、と……」

　黒地のボクサーショーツ。その中心で力強く隆起しているものを無視できるわけがなかった。どう反応していいものかわからず、助けを請うように蛯原くんの顔を見る。

「仕方ないでしょう。あんなにかわいい顔でイくところを見て、冷静でいられると思います？」

　人差し指を私の顎に添え、仰がせるようにした彼が湿った声音で問う。

「こんな風にしたのは優里奈さんなんですから。責任取ってもらわないと」

「んっ……！」

　再び重なる唇。蛯原くんは私を抱き寄せ、口腔内を探りながら胸の膨らみを愛撫する。皮膚の下の柔さを堪能するとばかりに、彼の熱い手のひらが何度もその場所を捏ね、次第に下へと降りていく。

　わき腹や鼠径部をするりと通り抜けて両脚の間に沈み込む指先が、達したばかりの恥ずかしい場所を目指しているのは言わずもがなだ。

　蛯原くんがまた私を横たえようとするので、再び天井を見る体勢になった。

「両脚を立てて、僕が触りやすいようにしてくれますか？」

　私は言われるがまま、両脚を立てて軽く開いて見せる。

　彼に従うことが正しいことなのかどうか、もう考える余裕なんてなくなっていた。すでに一度果ててしまって羞恥心のメーターは振り切れているし、この状況に動揺しすぎてしまって、思考すること自体を放棄したい自分がいた。

「あぁあっ……！」

　蛯原くんが濡れそぼった入り口に指を這わせる。そのままゆっくりと差し入れると、彼の長い指をことのほかあっさりと呑み込んでいった。

「いっぱい感じてくれたから、すぐ解れそうですね」

　言葉通り、二本、三本と収められていく指先が、膣内でばらばらに動く。いっぱいに広げられたあと、腰が疼くようなざらざらした場所に到達した。

「あ──！」

「ここが優里奈さんのイイところですね。見つけました」

「はぁっ、あぁ──そこ、だめぇっ……！」

　弱いところを擦られて、大きく腰が跳ねる。そこを触られているだけで、お腹の底のほうから熱いものが込み上げてきて、居てもたってもいられなくなるような場所。

「たくさん擦って、またイかせてあげますよ」

　薄い笑みを含んだ声で囁く蛯原くん。指先をスライドさせ、爪先で柔らかな刺激を与えてくる。最初はゆっくりだったけれど、抽送は次第に速くなっていく。

「あぁあ、はあぁっ──も、だめ、そんなにしたら、すぐっ……！」

　──懲りずにまた、気持ちいいのが飽和してしまう。

「んんんんっ……!!」

　予感はさほど時間を要さずに的中した。切迫感と解放感が綯い交ぜになった独特の感覚が押し寄せてきて、また一段高いところに押し上げられる。

　つま先をぴんと伸ばしながら、二回目の絶頂を迎えた私。閃光のような悦楽を貪る間に取り込めなかった分の酸素を取り戻そうと、肩で息をしながらこちらを見下ろす彼を見つめ返す。けれど、まだ焦点が定まらず蛯原くんの姿がぼやける。

「──そろそろ……僕も優里奈さんと一緒に気持ちよくなってもいいですか？」

　私が放心している間に、蛯原くんは下着を脱ぎ払い、その下の膨らみに避妊具を装着していた。そこにきてようやく視界がクリアになる。

　勃起して反り返る彼の強直は、アイドル的な童顔に似合わないサイズで、雄々しく猛々しい。薄い膜の根元にあるふたつの丸い膨らみも、ずっしりと重みがありそうに見える。

「これ……なかにほしいですよね？」

　びくびくと小刻みに震えながら屹立する彼自身は、まるで早く膣内に挿入りたがっているかのようで──ひどく、濫りがわしい気持ちになる。

「っ……ほしい……」

「優里奈さん、素直で素敵です。……僕のこれ、なかでたくさん味わってくださいね」

　両膝を抱えた蛯原くんが、ぐずぐずになっている入り口に切っ先を宛がう、ぐぐっと体重をかけながら、いよいよ膣内に侵入してきた。

　指とは比較にならない圧迫感に、また呼吸を忘れてしまいそうだった。彼の存在を身体の中心で感じ、受け止めながら両手を伸ばした。蛯原くんの背中に、縋るように腕を回す。

「もう少しで奥まで挿入りそうなので……頑張ってくださいっ……」

「ひ、んっ……！」

　こつん、と切っ先が最奥を突いた。視線を下方に向けると、彼の大きなものを根元まで受け入れ、隙間なくぴったりと重なり合っている。

「はぁっ……なか、熱くて、このまま溶けてしまいそうですね……」

「ん……気持ちいい……」

　触れ合うところからじんじんとした愉悦が響いてくる。さらに未知の悦びを得られそうな気がして、私は自然と腰を揺らしてしまっていた。

「自分で動いてしまうくらい、気持ちいいんですね？」

「だっ、てっ……」

　快感がほしくて、我慢できない。私よりもずっと理性的な彼の表情を見ると、自分がとても貪欲であると示されている気になる。

「僕もですよ──っ……ごめんなさい……！」

　次の瞬間、彼の表情が焦燥感でいっぱいになった。腰をぐぐっと押し付けると、前後に激しく律動を始める。

「あっ、あぁっ！　はぁ！　やぁっ……！」

　待ち焦がれていた刺激──というより、衝撃に近いかもしれない。甘美でいて官能的な衝撃が、私の下半身を穿っている。彼がひと突きするごとに、悲鳴のような嬌声がもれてしまう。

「最初から、こんなにっ……飛ばすつもりはなかったんですけどっ……余裕なくなるくらい、気持ちよくて……！」

　乱れた呼吸の合間につぶやく蛯原くん。両膝の裏を軽く掴んでいた手を腰に移動させて、グラインドの速度を速めていく。

「だめぇ、ちあ、きく──それ、イイからぁっ……！」

「ここですよね？　優里奈さんの好きなところ……いっぱい当たるから、気持ちいいですよねっ……！」

「はぁん、んんっ──あんっ……！」

　さっき散々いじられた、浅いところにある性感帯を擦られて、ますます声が抑えられなくなる。

　お腹のなかに熱い杭を撃ち込まれるたびに、触れ合う場所が吸い付くようで、心地よくて──快感が蓄積されていく感覚。今までのセックスでは経験したことのない悦びだった。

「目が潤んで、顔を真っ赤にして、蕩けそうで……そういう優里奈さん、本当に……かわいいですよ」

　腰を掴んだ手を片方だけ接合部に下ろしてくると、薄い茂みを掻き分け。敏感な粒を剥き出しにする。そして抽送を続けながら、期待に勃ち上がるその粒を親指でぐりぐりとこね回す。

「あっ、あ！　千明くんっ！　やああ！」

　脳天にまで響く強烈な刺激のおかげで、意識がどこか遠くに飛ばされてしまいそうな感じがした。

　下瞼にうっすらと溜まった涙のせいでぼやける彼のシルエットを追いかけながら考える。

　──私、どうして蛯原くんのことを名前で呼んでるんだっけ？

　──というか、何でこの人とセックスしてるんだっけ？

　夢のなかのできごとみたいに、頭がふわふわする。

　よくわからない。わからないけど──気持ちいいから、細かいことは気にしなくていいのかな……？

　蛯原くんも気持ちよさそうにしてくれてるし……こうやって本能を剥き出しにする彼を見ることになるとは思わなかったけど、でも必死に快楽を追求する一生懸命な顔は、いつもと違ってすごくかわいい……！

　あぁ、唇をきゅっと噛んだりして──すごく感じてくれてるのかな。

「だめだ、優里奈さん、僕っ……我慢できない……！」

「千明くん、大丈夫──千明くんが気持ちよくなるようにしてっ……！」

　目の前のこの人にもっと気持ちよくなってほしい、という願望が突然湧いてくる。眼鏡のレンズに滴る汗が入り込んでも、むしゃらに快感を追いかける彼に、この場限りの愛しさのようなものを抱いたのかもしれない。

　快楽に支配されつつつも、邪魔になるだろうと思いトレードマークの黒縁フレームに片手を伸ばす。すると、本人はそれを嫌がるように微かに首を横に振った。

「優里奈さんの顔をちゃんと見たいから……このままで、っ……！」

「あっ、ぁ！　千明くんっ……！」

　千明くんが秘芽を撫でつつ膣内を抉らんばかりに腰を打ち付ける。

　局部から聞こえてくる水音は重みのあるものに変わり、溢れる蜜の量が増えていることを示していた。私の快感のボルテージが上がっているためだろう。

「はぁっ、はあっ──」

　両手を彼の首元に移動させる。こちらへと引き寄せると、私の彼の顔の距離が自然と近くなった。

「んむ……はぁっ、ふ、んんっ……！」

　どちらともなくキスをして、劣情が火を噴いたのを感じる。

　甘くて柔らかい唇。何度でも、いつまでも重ねていたい唇。キスしていると、まるでスイーツを食べているときのような恍惚が脳内に満ちていく。

「僕今、思いっきり優里奈さんに食べられちゃってますね……」

　ぼんやりした頭で、そうかもしれない、と思う。

　唇でも、お腹のなかでも──蛯原くんを味わっている。そう意識したら、また身体の奥が切なく疼いてしまう……！

「優里奈さんっ──ゆりな、さ……もうっ……！」

　彼の律動に合わせてベッドのマットレスが揺れる。ひと際激しく動いた次の瞬間、彼が深く腰を押し付けた。直後に動きを止めて、触れ合う場所がじんわりと温かくなる。彼が果てたその熱さで、私も軽く気をやってしまう。

「……気持ちよかったです……優里奈さん」

　頬に、唇に、ちゅっと優しいキスが降ってくる。受け取めつつ、私からもキスを求めた。そうすることが自然なように思えて。

「私も……気持ちよかった。こんな風に頭が真っ白になったの、初めて……」

　鼻先をくっつけながら小さくつぶやく。間違いなく、今までのセックスのなかでいちばん気持ちよかったのだけど──さすがに、すべてをはっきりと伝えるのは恥ずかしくて、そこまでの表現に留めた。

「僕もですよ。自分が制御できなくなるほど高ぶったのは初めてです」

　今度は鼻先にキスをされる。ただ唇が触れているだけなのに、どうしてこんなに気持ちいいのだろう。

「──僕たちって、身体の相性がいいのかもしれませんね」

　その距離わずか十センチ程度。黒縁のフレームに収まるレンズを通してどきっとするほどまっすぐな目で見つめられると、左胸が切ない音を立てる。

　こういうときの男性の言葉はリップサービス。真に受けてはいけないのだろうけれど、もし彼が本当にそう思ってくれているのならうれしいと思った。私とまったく同じ感覚を共有しているということになるから。

「ね、優里奈さん。僕……またあなたのことがほしくなってきてしまいました。もう一度、優里奈さんを感じたい」

「千明くん……」

　蛯原くんが私の頬に触れ、私の瞳を覗き込む。その目がとても優しくて──会社で見せている彼とは違っていて、思わずじっと見つめ返した。

「……私も、千明くんがほしい……」

　考えるより先に言葉が出る。論理的な理由なんて何もなかった。

　──身体の奥深くで、ただ、千明くんを感じたい。

「今度はもっとゆっくり、たっぷり時間をかけて……気持ちよくなりましょうね」

「んっ……」

　膣内から自身を引き抜いた彼は、手早く避妊具を処理し、ナイトテーブルの上から新しいものを引き寄せ、パッケージを破り装着する。欲望を解き放ったあとだというのにまだ質量や硬さを維持しているように見え、しっかりと上を向いている。

　彼が私を抱きしめる。私は存外に頼りがいのある胸に自分の身を委ね、彼と悦楽の時間を過ごした。





　◆◇◆






　──何だか、身体が熱い。それに、心地よさそうな寝息と人肌の感触。どうして……？

　不思議に思って恐る恐る目を開ける。

「……？」

　見慣れない景色。そして、背後から私の身体をがっしりと抱きしめる、色白なのに筋肉質な腕。熱さの原因はこれだ。こうやってずっと抱きしめられていたから。

　その瞬間、脳裏に眠りにつくまでのいくつかのできごとが断片的に浮かんだ。

　──思い出した！　酔った勢いで蛯原くんとセックスしちゃったんだ……！

　私ってば何てことを……！　今までワンナイトの経験なんてなかったうえ、そういう対象にいちばん遠そうな蛯原くんが相手だなんて……！

「……優里奈さん。起きてます？」

　固まっていると、耳元で声が聞こえた。紛うことなき、蛯原くんの声。

「あ……は、はいっ……！」

「おはようございます。……朝から何いきなり慌ててるんです？」

　数々の恥ずかしい行為を思い出した瞬間に声をかけられたものだから、おどろいてしまった。

　しかも彼の吐息が触れた耳朶は、昨日さんざん彼に愛撫されつくした場所──

　私は小さく首を横に振って、いつの間にやら赤くなった顔を見られないよう、目の前にあるスタイリッシュなライティングデスクを凝視しながら身を固くする。

「こっち向いて、優里奈さん」

　それに気づいてか、蛯原くんが私の身体を反転させようとする。

「だ、だめっ……」

「どうして？」

「蛯原くんに顔見られるの、恥ずかしくて……」

　この赤くなっている顔を見られたら絶対に揶揄されるとの思いがあった。

「昨日、散々恥ずかしいところを見せ合った仲なのに？」

「そ……そういう言い方、しないでっ……」

　心当たりがあったから、照れながらそう返すので精いっぱいだった。

「あと呼び方。戻っているのでちゃんと名前で呼んでくださいね」

「千明くん……？」

　確かめるように彼の名前を呼んだ。昨夜何度も呼んだ、彼の下の名前。

「そう。よくできました」

　蛯原くんはちょっとうれしそうにそう言うと、ぎゅっと後ろから抱きしめてくる。背中に千明くんの息遣いと温もりを感じて、彼がとても近くにいることを実感する。

「──こうして優里奈さんを抱きしめてるだけで気持ちいいです。肌と肌がしっかりフィットするというか」

「ん……そう、だね」

　同期とは言え、昨日まで他人同然だったのに……こんな風に触れ合っているのは変な感じがしたけれど、くっついているとリラックスできるのは確かだった。

「当たってるの、バレてます？」

「っ……」

　お尻に熱くて硬い何かが当たっている。それに気が付かないふりをしていたのに。本人のほうから訊ねられるとは思わなかった。

「かわいい人がそばにいるから、仕方がないですよね」

　私の髪をひと房掬ったらしい蛯原くん。その髪にちゅっと口づけたあと、再び耳元に唇を寄せた。

「──それとも……優里奈さんが鎮めてくれます？」

　「昨日みたいに」と付け足す言葉の湿り気に、心臓がどきどきした。すぐに下腹部を目指して片手が降りてくる。

「ぁ……！」

「ここ……また気持ちよくしてあげましょうか」

「千明くんっ……ぁあ……！」

　昨日、さんざん彼を受け入れた入り口に指先を宛がう。秘裂に触れると、ひくんと微かに震えた。

「ちょっとだけ濡れてますね。……昨日、何回セックスしたか覚えてます？」

「わ……わかんないっ……」

「そうですね。もう数えるのが嫌になるくらいしましたよね」

　微かに声を立てて蛯原くんが笑った。

「だからこうして触れてると……僕の指がどんな動きをして、どうやってなかに挿入っていくのか……だんだんわかってきたんじゃないですか？」

　恥毛を撫で、もう一度秘裂をくすぐる。彼が触れやすいように、無意識のうちに脚を開いてしまうのは、彼から愛撫を施してもらうことに慣れたからなのかもしれない。

「入り口をそっと撫でて……溢れてくる愛液を掬って、クリを優しく擦って……少しずつ指先を、なかに埋め込んでいって──」

「あぁっ……んはぁっ……！」

　蜜をまとった指先を膣内に沈めていく。昨夜十分に広げられたから、一本目、二本目まではするりと侵入を許した。折り曲げられた二本の指でくちゅくちゅと妖しい音を立てながら掻き混ぜたあと、三本目も柔らかな内壁を擦って奥に差し入れられる。

「解す必要ないですね。一晩で僕の形に馴染んでくれたみたいです」

「あっ……あ──」

「とろとろで、すぐにでも挿れたいですよ……」

　双丘に押し付けられた怒張が太股の間を押し入り、ぬるついた秘裂に到達する。淫靡な香りを放つ熱い蜜を潤滑油にして、前後にスライドする。

「あっ！　あっ──……！」

　秘肉を擦る彼の力強い屹立には、避妊具が装着されておらず──ゆえに、擦れるたびに昨夜までは知らなかった新鮮な快感が弾けて、それを追いかけるのに夢中になった。

「こういうのもいいでしょう？　いやらしいところでキスするの……すっごく興奮しますね……」

　私たちの恥ずかしい場所が擦れ合って、下肢からぐじゅっ、ぐじゅっと煽情的な音が聞こえてくる。

「あはぁっ──これ、イイっ……！」

　蛯原くんの切っ先の張り出したところが、秘裂の凹みに上手く引っかかってすごく気持ちいい。粘膜同士が擦れ合う感触ももちろんだけど、腰を押し付けられて笠の部分が秘芽を刺激したときに生じる甘い痺れが堪らない。

「僕もすごくイイです……っ、は──このまま挿入っちゃいそうですね……」

「あぁんっ、それはっ……！」

　いけないことだ、と頭のなかで聞こえた。私が反射的に彼のほうを振り返ろうとすると、彼が笑ったのが吐息でわかった。

「わかってますよ、冗談です。……ちゃんと弁えているつもりですから」

　彼にそのつもりがないということがわかってホッとした反面、このまま挿れられたらもっと気持ちよくなれるだろうとの期待が砕かれて、寂しい気持ちもする。

　私って何てわがままなのだろう──と軽く落ち込みかけたとき、彼がまた耳元で囁いた。

「このままイけちゃいそうなら、イってみます？」

　より腰を密着させると、彼の動きが速くなる。秘裂をなぞり、秘芽を突く速度も速くなって。その分快感を覚える間隔も狭まった。

「あはぁっ……！」

「あぁ……そうやって太股を締めてもらうの、すごくイイですよっ……気持ちいいですっ……」

　押し寄せる愉悦に耐えるために脚に力が入ってしまっているのが、彼にとっては悦びにつながったみたいだ。そこから生じる快楽に興が乗ったらしく、私の耳を食んだ。

「耳、だめぇっ……」

　耳朶を甘噛みして、吸って。時折耳輪の輪郭をぐるりとなぞったりしながら、私にさらに快感を植え付けていく。

「だめなんて言う割りに、もっと濡れてきましたよ。わかりやすいですよね、優里奈さんて」

「ひぅっ、あぁんっ……も、だめだからぁっ……！」

　全身が深い悦びに波打つようだった。彼の愛撫に翻弄され、思考すらままならなくなっていく。

「ねぇ、優里奈さん……っ、昨日話したこと、覚えてます……？」

　それなのに、彼は急に律動を止めると、耳を咥つつもそんな風にいたずらっぽく訊ねてくる。

「きの、う……？」

「僕たちの、身体の相性が……いいって話、です」

　働かない頭から、どうにか昨日の記憶を引っ張り出してみる。

　──確かにそんな会話を交わしていたかもしれない。

「マッチングアプリで出会ったわけですけど……偶然にも顔見知りだったから、恋人には発展しなかったわけですよね。でもお互い大人ですし、それとは別に……お互いの恋人が見つかるまでの期間限定で、こうして身体の関係を続けるのはアリなのかな、って思うんです」

「身体の関係って……」

　──いわゆる、セフレってやつだよね。

　普段の自分とは親和性の低い単語を耳にしたことで、心も身体もわずかにクールダウンする。

「抵抗あります？　でも、言わないだけで社内でも結構そういうことしてる人、いると思いますよ」

　彼も私の反応が芳しくないことに気付いたのか、懐柔するような言葉をかけてきた。

「……でも」

　──そんなのいたことないし、そういう相手を作りたいと思ったことすらない。

　だいたい、身体だけの関係なんて不毛だ。私がほしいのは恋人であって、性欲を発散するだけの相手は必要ない。

　さすがはイケメンの蛯原くん。慣れた風に提案してくるってことは、プライベートではいろんな女の子と遊んでいるのだろう。普段のイメージとはちょっと違うけど、彼も男性なわけだし、まぁあり得るか。

「っ、ぁあっ──！」

　どんな風に断ろうか考えているうちに、蛯原くんが律動を再開した。耳朶を這う舌がぴちゃぴちゃと音を立て、私の剥き出しの胸に、彼の両手が伸びてくる。

　胸の形を確かめるみたいにサイドから膨らみを掬って揉みしだきつつ、再び火が付いた官能によって主張をはじめる頂をきゅっと摘まむ。

「んぁ、はぁっ──すごいぃっ……！」

「この感覚っ……忘れられます？　今、僕ほど優里奈さんの身体を知り尽くしてる男っていないと思いますけどねっ……？」

　蛯原くんは私の答えを予想していたみたいだった。普段はまず聞くことのない優しい声音で囁きながら胸の先を柔くすり潰すように愛撫されると、下肢で感じている悦びが倍増するみたいだった。

　──気持ちいい。おかしくなっちゃいそうなくらいっ……！

「やめ、てぇっ……！　それ、おかしく、なるっ……！」

「もうイきそうってことですか？」

　すると、律動がまた止んだ。せっかく絶頂に向かって駆け出したところを寸止めされたのがもどかしくて、私と彼の体液でぐずぐずになっている秘裂を、彼の切っ先の膨らみに強く押し付けた。

「イきたいですよね？　……頷いてくれないと、イかせてあげません」

「っ……！」

「ね、どうします……？　ちゃんとイきたくないですか？」

「ああぁっ……！」

　蛯原くんがゆっくりと動き出す。でもそれは私の望んでいる刺激とは程遠かった。胸の先への愛撫はただ触れているだけという感じで、秘裂を擦る剛直も秘芽には触れないようにグラインドが浅い。端的に言えば、物足りないのだ。

「気持ちいいことが嫌いな人なんていません。そういう時間を共有できる相手に出会えたのはよろこばしいことじゃないですか？」

「っ、ううっ……」

　イきたいのにイけない。あのままの、激しい愛撫を続けてくれればよかったのに──

「どうしますか。僕の提案に気乗りしないようなら、もうシャワーを浴びて帰りましょう」

「っ、千明くんっ……」

「選んでください、優里奈さん。僕はあなたの選択に従います」

　──私に選ばせるなんて、ずるい。

　だって彼は──一晩中私と抱き合った彼は、今の私の身体がどんな状態なのかをよくわかっているはず。なのにそんな意地悪を言うなんて。

　……あぁ、でも。悔しいけど、このまま彼に抱いてほしいと思ってしまっている。

　入り口や敏感な粒を擦って、胸の先を摘まんで刺激して、耳を舐めて──イかせてほしいっ……！

「期間限定……なんだよね。お互いの恋人ができるまでの」

「はい、もちろん」

　蛯原くんは私がどんな答えを出すのか確信している。それがわかるような言い方だった。

「じゃあ、わかった。千明くんの言う通り、『身体の関係』続けるっ……だから……お願い、イかせてっ……！」

　言葉尻はいっそ懇願に近かった。私の決断に、背後の彼が笑ったような息遣いをする。

「優里奈さんならそう言ってくれると思ってました。……お望み通り、イかせてあげますね」

「ぁ、うああっ──んんっ……！」

　それまでの緩い抽送がうそだったみたいに、蛯原くんの動きが大胆になる。私をイかせるためという目的に向かっているかのようだった、

　秘裂を滑るたびに先端の大きく張り出した曲線が秘芽を押し上げ。得も言われぬ喜悦に背をしならせる。物理的に開いた距離を埋めるように、彼が強く私を抱きしめ、胸の先を小刻みに弾いた。

「うれしいですよ。いろんなところ、気持ちよくなってっ……一緒にイきましょう……？」

　彼は甘く囁きを落としてから、私の耳を食んだ。ちろちろと舌を動かし、耳たぶを揺らすのを楽しむみたいにして、快感をさらに重ねてくる。

　耳と胸と下肢。いろんなところを一度に愛撫されている。逃げ場のない悦楽が襲ってきて、とても太刀打ちできそうにになかった。

　身体が熱くて、気持ちよくて堪らない。もうだめ、私──……！

「千明くんっ……あはぁああっ……!!」

　下肢を逞しいもので擦られ、胸の先を弾かれ、耳朶を吸われながら、私は高みに上り詰めた。淫靡な蜜を太ももやお尻に垂れ流しながら、ぐっと太股に力を入れて痙攣する。

「くっ……！」

　それが引き金になったのか、太股の間に熱いものが放たれた。蛯原くんの欲望の証であることは確認するでもなく、肌で感じることができた。

「……ベトベトですね。たくさん汚して、ごめんなさい」

　お互いに呼吸を整えたあと、蛯原くんが申し訳なさそうに囁く。そして、身体を離すとナイトテーブルにあるティッシュボックスを引き寄せ、すぐに私の身体を清めてくれた。

「このまま、シャワー先に浴びてきちゃってください。その間にモーニングでも頼んでおきますね。さすがにお腹空いたでしょう」

　──そういえば、昨夜は食べてなかったんだっけ……。

　空腹に気が付かないくらい、私たちはお互いの身体を求めあってたんだ。……この歳になってそれって、結構すごいことな気がする。

「……そうだね、ありがとう。じゃあお言葉に甘えてお風呂入ってきちゃうね。すぐ交代できるようにするから」

「ごゆっくりどうぞ。女性のほうが、いろいろと時間が必要でしょうから」

　行為中、一切顔を見る機会のなかった彼のほうを振り返りながら頷く。

　──何かちょっと……気まずい感じ。

　なのに、蛯原くんは何ごともなかったみたいな表情だ。でも何だろう、すごく違和感。

　理由を考えていると、彼が、思い出したみたいに「あ」と口を開く。

「──シャンパン頼んでおきますね。僕たちの仲も深まったことですし、ぜひ乾杯しましょう」

「……はい」

　珍しいこともあるものだ。あの蛯原くんが目尻に皺を刻むような、屈託のない顔で笑うなんて。思わずまじまじと見つめてしまう。

　ていうか、眼鏡をかけてない顔を初めて見たかも。違和感の正体はこれだ。昨日のセックスの間も、「優里奈さんの顔をちゃんと見たいから」と言って、一時も眼鏡を外さなかったことを思い出す。

　さすがに寝るときは外すか。ベッドフレームに、いつも彼がかけている黒いフレームの眼鏡が畳んで置かれているのが見えた。

　いつもと比べると、童顔の幼い印象が強まって……やっぱり、かわいい、かも。

「どうしました？」

「あ、ううんっ」

　──いけない。ぼーっとしてる場合じゃなかった。シャワーを浴びてこなきゃ。

　私はベッドから降りた後、自分の着ていた衣服をかき集めてからバスルームへと向かったのだった。
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「この人は却下です」

「ええっ、何で？」

　私のスマホの画面にひととおり目を通したあと、千明くんはきっぱりとそう言いながら私にスマホをつき返してきた。取り付く島もない返答に、理由を求めて私が訊ねる。

「趣味が麻雀、競艇、パチンコ、以上──というのは、あまりにも優里奈さんの趣味の範囲とずれてますよね。だいたい、こういう女性が見ているプロフィールでギャンブルが趣味だと堂々と言い切れるのも、かなり引っかかりませんか？」

　彼の答えは私が抱いていたもやもやを的確に言語化したもので、すとんと腑に落ちた。ギャンブルの類は私はしないし、今のところ興味もない。女性がそのプロフィールを見てどう思うかは、私も気になったところだったから。

　私と千明くんがお互いにセフレと認める関係になって二ヶ月が経った。季節は移り変わって、夏。梅雨前線が駆け足で去った七月下旬ごろ。

　予定のない週末は、千明くんの住むマンションで同じ時間を過ごすことにしている。

　都心の一等地にある高級賃貸マンションの最上階が彼の部屋だ。お父様が不動産関係の会社を経営されているとかで、この部屋を宛がってもらっているのだとか。

　ごく普通の会社員の私としては、何ともうらやましい話だ。「将来はお父様の会社を継いだりするの？」と訊いたけれど、「まだ決めていません」とガツガツしていない返答だった。まあ、千明くんらしいのかもしれない。

　彼の寝室は変わっていて、ダブルサイズのベッドのそばにサイドテーブル風の円形のテーブルが置かれている。

　私たちは行為のあと、ベッドにふたり並んで腰かけ、そのテーブルで彼が用意してくれたスイーツを食べる。そしてマッチングアプリでの恋人探しの進捗状況を報告しあうのが定番になっていた。

　今日も彼との身体が燃え上がるような熱い時間を終えてから、駅地下にある有名パティスリーから買ってきてくれたというプリンを頂いたところだった。

　いろいろ食べ比べているだけあって、彼が用意してくれていたものでハズレだと思ったものはひとつもなかった。むしろ、全部大当たりと言ってもいいくらい。

　そのときのスイーツに合う紅茶も一緒に用意してくれるのがまたうれしい。彼は紅茶好きであると同時に、ティーカップやソーサーにも関心があるらしい。あまり詳しくない私が、カップの内側に花の模様が描かれているのが特徴のブランドの、ターコイズブルーのカップを気に入ったと言ったら、以降毎回そのカップで出してくれるようになった。

　適温のお湯で淹れてくれた紅茶は香り高く、まるでカフェにいるかのような錯覚に陥ることもある。スイーツ好きには本当にありがたいおもてなしだ。

　こんな風に気を使ってくれるわりに、千明くんは私がいいと思った男性のプロフィールを確認しては突っ込みを入れてくる。しかも、かなり的確に。的確過ぎて、その人とコンタクトを取るのをやめようと思ってしまうほど。

　──でも、いつも千明くんの言いなりになるのも悔しい。

「……言いたいことはわかるけど、でも趣味の欄で中身まではわかんないじゃない。私は自己紹介欄がきちんとしてていいなぁと思ったんだけど」

　文体から誠実さを感じた、というか。折り目正しいなかにも親しみやすい印象を覚えたので、実際に話してみたらどんな感じなのだろうと、もっとこの人を知りたくなったのだ。けれど──千明くんが冷静に首を横に振った。

「甘いです。自己紹介欄はネット検索すれば好感度を高める書き方の情報がたくさん出てきます。そのフォーマットに自分を当てはめて書いてる人も結構いるんです。調べればわかります」

「えっ、そうなの!?」

　知らなかった。私は戻ってきたスマホにそれらしい単語をいくつか入れて、さっそく検索してみる。

「それに、この人お酒をまったく飲まないみたいですよ。優里奈さん、お酒好きなのにパートナーと一緒に飲めないのはつらいでしょう？」

「……つらい、かも」

　最初のうちは我慢できるかもしれないけど、ずっと一緒にいることを考えたら、たまにはふたりで乾杯したりもしたいなぁ、というのが素直な気持ちだ。

「あ……本当だ。フォーマットそっくりの書き方……」

　冒頭の挨拶文から締めの言葉まで。すべてにおいて、フォーマットをなぞった書き方であることに愕然とする。

「自分の言葉で表現する時間を惜しむ人が、本気で相手を探しているとは考えづらいですよね。僕はやめておいたほうがいいと思いますけど」

「そっかぁ……」

　千明くんの言うとおりだ。わたしは大きくため息をついた。

「前みたいに、自分が望む条件で探せばいいじゃないですか。趣味や嗜好で絞ったうえで、ヤリ目じゃなさそうな男性を」

「そうしたいんだけど、それで検索した人たちでピンとくる人がいないんだよね」

　私が当初設定していた条件で検索した男性のプロフィールを片っ端から見ていったのだけど、心惹かれる人はいなかった。

　文字だけではだめ。会わないと何もわからない。……とはもちろん理解しているのだけど、自己紹介欄を見て『素敵そう！』『会ってみたい！』と思えるような人がいないというか……。

　──いや、正確に言うとひとりだけいたけど。その人と会った結果、恋人ではなくセフレになってしまったんだよなぁ……。

「つまり、僕以上の男が見つからないってことですか？」

「えっ、あっ……」

　不意に、となりから顔を覗き込まれる。心のなかを言い当てられた気になって、思わず返事に詰まった。

「冗談です」

　千明くんが微かに笑う。

　彼の部屋に通うようになってから、千明くんもこういう冗談言うんだ、と知った。

　意外に人間味のある一面があるんだなと思うと同時に、私にそういう顔を見せてくれるのは、セフレという微妙な距離の近さゆえかも、とも思う。

「妥協できるところとそうでないところの見極めは、ちゃんとしたほうがいいですよ。趣味と嗜好こそ自分に合った人を探したほうが、一緒の時間を楽しめるんじゃないですか。優里奈さんにはスイーツとお酒が大好きで、メッセージのやり取りを誠実にしてくれる、穏やかで落ち着いた男性が理想的ですよ」

　このプリンに合うというアッサムの紅茶を淹れたカップを手に取った千明くん。彼が中身を一口飲んだ後、ド正論のアドバイスを口にする。

「ごもっとも過ぎて何も言い返せないわ……」

「一緒にいる分、優里奈さんのことはいろいろとわかるようになってきたつもりですよ」

　そう言うと、彼が優しく微笑んだ。会社では絶対に見せないリラックスした表情に、心臓が早鐘を打つ。

「そ、そうかも……何なら、私より私のことわかってるかも」

　思っていてもなかなか言語化できないことを、千明くんは私の代わりにいとも簡単に言ってのけるのがすごい。私のことをよく見ていると感心するばかりだ。

「ですね。心も……身体も」

「んっ……」

　私が使っているのと同じブランドの、紺色のカップを置いた彼は、私からスマホをそっと取り上げ、丸テーブルの上に置いた。そして、私の両肩に手を置いて、そのままふたりしてベッドに沈み込む。

「……今、したばっかりだよ？」

「一回しかしちゃいけないなんてルールはないですよ」

　真上から覗き込む千明くんがからかうように瞳を細めた。

「──普段だってゴムが足りなくなるくらいしてるんですから。……優里奈さんだって、ちょっと物足りなく感じてるかな、と」

「わ、私は別にっ」

「本当に？　……優里奈さんの身体に訊いてみましょうか？　そのほうが早いですかね」

「ぁっ……」

　部屋着としてこの家に置いている淡いパープルのワンピースの裾から、千明くんが手を入れて太股をまさぐる。くすぐったさに思わず吐息がこぼれた。

　彼と一緒にいる時間はほぼこれを着ている。肌触りのいい、柔らかな生地のワンピースは、近くのショッピングモールを通りかかったときに、「洋服が皴になるといけないから」と、千明くんと一緒に選んだもの。淡いパープルがお互いの正体に気づいたあの日に着ていたライラックのワンピースを思わせる。千明くん曰く、「前開きなのが脱がしやすくて助かります」らしい。

　そのいつかの言葉通り、千明くんがワンピースのボタンを下から順番に外していく。ワンピースの合わせ目がはだけると裸同然だ。

「……千明くん、眼鏡外して」

　じっと見つめられると恥ずかしい。せめて眼鏡を外してくれたら、羞恥心も軽減するのに。

「眼鏡ですか？」

「いつも思ってたけど、邪魔じゃないの？」

「前に説明しましたよ。優里奈さんのかわいい顔を見ていたいからって」

　そういえばそんなことを言われた気がする。……本気にはしていなかったけど。

「──もちろん、優里奈さんの恥ずかしい場所も、見たいですけどね」

「み、見なくていいからっ」

　我ながら初心すぎる反応かとも思いつつ、理屈なんてなく、何度身体を重ねても恥ずかしいものは恥ずかしい。ワンピースを脱がせる彼の視線から逃れるように顔をそむける私を見て、千明くんが笑う。

「僕、優里奈さんの身体を知り尽くしてますから。むしろわざわざ見るまでもなく、思い浮かべられます」

「……何かそれ、ちょっと変態っぽい」

「そうですか？」

　そういうことって、ふつうは思っていても言わないものと思っているけど、どうなんだろう。……でも正直、嫌な気はしない。

「──ま、変態でもいいですよ。優里奈さんを感じていられれば」

「あ、んっ……！」

　長い髪をするりと撫でたあと、千明くんが私にキスをする。

　千明くんとのキスはいつも甘い。彼と私の間にはいつもスイーツがあるからかもしれないけれど、夢中で味わっているうちに、頭の奥をとろとろに溶かされてしまいそうだ。

「かわいい、優里奈さん。もっと口開けて」

「ふぅ、む、んんっ……」

　最近、千明くんの声が優しくなったような気がして、うれしいと思っているのは内緒だ。

　会社で彼を頻繁に見かけるわけではないけれど、この二ヶ月の間に三回、遭遇した。

　二回は出勤のときのエレベーターだったから、言葉は交わさなかった。残る一回は、千明くんが企画部のあるフロアにやってきたとき。企画部のとなりの島の、営業部の女子社員が新しいＰＣを購入したとかで、その設定を手伝いにきたのだ。

　営業部のその子はいかにもイケメンの千明くんに興味があるという態度を隠さず、笑顔で「はい、はい」と頷きながら、上目遣いに彼の話を聞いていたけれど、当の千明くんは意に介さずで、設定とその説明を感情のない声で淡々と終えると、すぐに自分のフロアに戻ってしまったことに、ちょっとだけ優越感を覚えた。

　きっとこの会社で、千明くんがキスが上手いことや、こんな風に優しい声音を発することを知っているのは私だけだ。

　あのとき、気が付くと──エレベーターホールに向かう彼の背中をずっと目で追いかけていた。

　このままずっと唇を奪われていたいと思うのは、プリンの味がするキスだから？

　それとも──

「優里奈さんの唇、甘くておいしい」

　唇のみならず、口腔をじっとりと舐め尽くされる快感に、思考のすべてを委ねることにした私は、その先に続くさらなる悦楽の階段を一段ずつ上っていったのだった。





　◆◇◆






「優里奈、最近シュリくんとはどう？」

「うん、仲良くやってるよ」

　週明けのお昼休憩で、野々花と外へランチに出た。今日は会社近くのベーカリー。席数が多く、ランチ難民になったときに利用することが多いチェーン店だ。

　店内なかほどの二人席で向かい合う野々花が、ストローで豆乳ラテをひと口すすったあと、茶色に染めた眉を上げてそう訊ねてきた。私は食べかけのＢＬＴのラップサンドをお皿に置いてから短く答える。

「そっか、よかったよかった。アプリ教えてよかったよ」

　私に彼氏ができたことを、野々花は自分のことのようにとてもよろこんでくれている。いい友達を持ったなぁ、と思うと同時に、だからこそシュリくんが千明くんだったことや、彼氏ではなくセフレができてしまったことを言えずにいる。

「そういえば、シュリくんとはどんなデートしてるの？　最近どこ行った？」

　豆乳ラテのプラカップを置いた野々花が、枝豆とチーズの入った丸いパンを手に取りながら矢継ぎ早に訊ねてくる。

「あー……えっと、彼の部屋……と、その近くのショッピングモールと、あと……」

「あと？」

「……それくらいかな」

　──こういう質問は焦る。私たちが会ってすることといえばひとつしかないわけで。逆に言うと、それをするためだけに会っているのだから、普通のカップルとは違って、出かける必要なんてないのだ。

「えー、それ大丈夫？　シュリくん、実はヤリ目なんじゃない？」

「いや、それはないよっ」

　予想通り、野々花はそれまでの朗らかな声を尖らせる。反射的に強く否定しながら、馬鹿正直に答えるんじゃなかった、と思う。どこでもいいから、適当に答えるべきだった、と。

「本当？　都合よく扱われてない？　平気？」

　私を心配してくれる優しい親友は、その情報だけでも黄色信号を感じたようだ。私の顔を覗き込むように、マスカラでぱっちりと印象的なまつ毛に縁どられた目で見つめてくる。

　その目にうしろ暗さを覚えつつも、私は笑顔を作って大げさに首を横に振った。

「平気、平気。そういう人じゃないから。おうちデートが好きな人なんだよね。毎回違ったおいしいスイーツとそれに合う紅茶を用意してくれるんだ。ティーカップもいつも私好みの素敵なものでね」

「へぇ、そうなんだ。それはうれしいね。気が合っていいじゃん」

「でしょ」

　私のスイーツ好きを熟知している野々花の声のトーンが上がる。表情にまとっている緊張感が少し和らいだように思われた。内心でホッとする。

「優里奈のためにあれこれ考えて用意してくれてるんだろうから、その気持ちがうれしいよね。まだそんなに相手のことを知らないうちに好きそうなものを選ぶって、楽しいけど大変でもあると思うからさ。ほら、もし気に入ってもらえなかったら、とか考えるでしょ」

「……確かにそうかもしれない」

　この二ヶ月、彼の部屋でいろんなスイーツを食べた。チーズケーキ、フルーツタルト、シュークリーム、オペラ、サバラン、ティラミス……などなど、訪れるたびに違うパティスリーの、違うスイーツを用意してくれた。私はただ素直にそれをよろこんでおいしく頂いただけだったけど、それだって結構労力がいることなのだと、野々花に言われて初めて気が付いた。

　これが彼女ならまぁわかる。でも、ただのセフレの私にそこまでする必要があるのだろうか。

「会うのは家だけって聞いて、最初はうーんって思ったけど……でも、シュリくんなりに優里奈のこと大事にしてるっていうのが伝わったよ」

「……大事に」

　──そうなのだろうか。私、千明くんに大事にされてる？

　……セフレなのに？

「優里奈？　どうかした？」

「あ、ううん。大丈夫」

　考えようとしたけれど、それは無意味なように思えてやめた。

　私はお皿に置いたラップサンドを手に取ると、思考を断ち切るように頬張った。





　◆◇◆






「優里奈さん、訊いてもいいですか？」

　千明くんの部屋。いつもの逢瀬で彼がそう問いかけてきたとき。二週間前、ベーカリーで野々花と話したことを思い出していた。

『優里奈のこと大事にしてるっていうのが伝わったよ』

　その言葉が蘇ったこともあり、ベッドに座り、丸テーブルのうえに置かれたソーサーの上にティーカップを戻そうとした手が震えた。……あぶない、取り落とすところだった。

「何？」

　ほんの少し改まった調子であるのが気になって、彼のほうを向いて尋ねる。彼の話し方は丁寧すぎるほど丁寧だから、普段からそんな感じではあるけれど、どことなくニュアンスが違うような気がした。

「どうして仕事の話をするとき、あんなにツンツンしてるんですか？」

「えっ？」

　何を言われているのかすぐにはわからなかった。私は普段からそういうきらいがあるけれど、ごく最近に彼にそれを出した瞬間はなかったはずだ。

「今日、偶然見たんです。営業部の井い戸どくんと、営業用の資料の件で揉めてましたよね」

「……あぁ」

　思い当たる節はしっかりあった。

　井戸くんは一つ下の後輩。フロアが同じなので軽い雑談程度は交わす間柄ということで、言いやすいのもあったけれど、商品棚の構成案を明後日までに作ってほしい、なんて無茶を言われてついイラッとしてしまった。『そんなに急に言われても無理に決まってるじゃない！』と。他の仕事も立て込んでいるのに。

　それから二、三言、そんな不可能な依頼をしたことに対しての憤りを示して、井戸くんを恐縮させてしまった。その様子を、千明くんは見ていたのだ。

　私は割れた花瓶を隠したのがバレたときの子どもみたいな心境で、相槌を打つ。

「前から思っていましたが、あまり感情的にならず、要点だけ伝えるコミュニケーションの取りかたをしたほうが、お互いにストレスが少なくて済むと思うんです。あくまで、僕の意見ですが」

「まぁ、そうだよね。……よくないってわかってるんだけど」

　千明くんの抑揚のない口調が、今は心地よかった。これが叱咤激励や熱いアドバイスだったなら、私は冒頭から反発してしまったかもしれない。

　小さくため息を吐きながら、お気に入りのカップを眺めた。内側に描かれた花の模様を隠すみたいに紅茶が注がれている。

　淹れてくれたのはディンブラ。彼の好むニルギリ同様、主張が少なくていろんなお菓子と喧嘩しにくいと言っていた。事実、今日用意してくれたシフォンケーキにもよく合っていて、とてもおいしいと感じた。

　──私もディンブラのようにあれたらよかったのに。自分の主張ばかり押しつけず、むしろ相手の主張を受け止めて、同調できる自分でいられたら。本当はそれがいちばんいい。でも、できない。だから。

「多分、武装してるんだと思う」

「武装、ですか？」

　千明くんが不思議そうに訊ねる。

　心のなかにある、今までなるべく踏み込まないようにしていた場所。固く鍵のかかったドアを開けるときの気持ちで、私は続けた。

「……仕事の話で言い負かされるのが怖いの。できない人間って思われたくないから。だからそうならないように先手を打たなきゃって、武装してるのかも」

「なるほど。意味はわかります」

　頷く千明くんを、目だけ動かして盗み見る。彼も私のティーカップに視線を注いでいた。いつも選んでくれる、鮮やかなターコイズブルー。

　千明くんがカップから視線を外して、私を見つめる。

「でもその武装が周囲から見てマイナスに映るのでは、意味がないんじゃないですか」

「…………」

　わかっている。表面上は笑顔でも、私の態度をよくないと思っている人が少なくないことを。いっそ彼らがこぞって私を責め立ててくれたら考えかたが変わるのかもとも思うけれど、そうなったら会社に行く気をなくしてしまいそうだ。

「優里奈さんの意見や提案が魅力的だったり、正しいと思っても、そう聞こえなくなってしまいます」

「うん……」

　千明くんの言うとおりだ。それって結局、自分の評価を下げることにもなるし、すごく損なこと。すぐには直せないかもしれないけど、少しずつそういう機会を減らすように、気に留めておかなければ。

「優里奈さん、僕の前だと結構素直でいてくれてますけどね」

「……本当？」

　心当たりがないような返事をしつつも、そういえばそうかもしれない、と思う。

　一年前、一緒に仕事をしたときとは明らかに違う空気感であるのは確かだった。

　あのときに感じた不快感や怒りは、今や正反対の感情に塗り替えられている。千明くんといる時間は居心地がよくて、穏やかな気持ちでいられるから、攻撃的な自分が顔を出すような場面もないし、私自身もすごく楽。

「付き合ってすぐに別れたいって言われちゃうんでしたっけ。イメージと違うって」

「……そう」

　最近の恋愛は全部そうだ。コミュニケーションをとる過程で、相手が何気なく口にした会社の愚痴に、私の仕事スイッチが入ってしまって噛みつく、というようなことが引き金になっている。

　彼らはきっと、私の柔和な外見のイメージから、私が百パーセント彼らを正当化して労わることを望んでいたのだと思う。それを理解しながらも、私は自分の正義の赴くままに返事をした。それが本来の私だから。私の恋人だった彼らは、そのギャップに耐え切れずに別れを告げてきた、ということなのだろう。

「全然そんな感じしないですよ。かわいいです、優里奈さんは」

「千明くんは会社での私を知ってるからだよ。減点から入ると、意外とよく見えるって感じなんじゃないかな」

　よくあるパターンだ。彼と私のお互いの印象は最悪だったろうから、意外にも趣味が合ったという事実がかなりプラスに作用していると言える。

「……知っていてもかわいいですよ。だから、そんな風に自分を下げる必要はありません」

「ありがとう。そんなこと言ってくれるの、千明くんだけだよ」

　どの男性も、最初にベッドをともにするときは『きれい』、『かわいい』という言葉をたくさんくれた。でも、別れる間際になるにつれ、ほとんど言ってくれなくなった。

　だけど、千明くんは違った。むしろ逢瀬を重ねるにつれて、言い方も優しくなったような気がしている。

「僕がこういうこと言うのも、優里奈さんにだけですよ」

「……本当かな」

　冗談ぽく言って笑う。たとえこの関係を続けるためのリップサービスだとしても、まったく悪い気はしなかった。

　彼に優しくされるのがうれしい。

　たまに、千明くんと付き合っていたんだっけ？　と勘違いしてしまうくらいに、彼との言葉のやり取りはすんなりと私のなかに溶け込んでくる。

　ふと、私に同調して微かに笑う彼を見て疑問が過る。私とはこんなにスムーズにコミュニケーションが取れるのに、どうして会社では愛想のない対応なのだろう。

　そういえば、彼と特別仲のいい同期の名前を聞いたことがない。先輩や後輩まで範囲を広げても同じだ。

　……もっと知りたい。彼のことが。

「こういう話になったから言うけど、千明くんこそもったいないよ。私とはこんな風に楽しく話せるのに、会社でツンとしてるのはどうして？」

「…………」

「あと、結論まできっちり聞かないと気が済まないところがあるでしょ。それがだめとは言わないし、理屈っぽくて細かいところは業務上で長所なのかもしれないけど、正直、ちょっと極端かなと思うときがある」

「……そうですよね。自覚はあります」

　彼は私の言葉を、シフォンケーキの下に敷いていたレースペーパーをきれいに折りたたみながら聞いていた。顔を上げ、ちょっと困った風に笑う。童顔に似合う、思わず「よしよし」と抱きしめたくなる表情。普段から、そういう顔を見せたらいいのに。

「昔からの性分なんです。すべてを把握しておきたいというか、はっきりさせておいて安心したいんでしょうね。だからどっちつかずのことが嫌いで。グレーじゃなくて、白か黒じゃないと気持ち悪いんです」

　──どっちつかずのことが嫌いなわりには、友達以上恋人未満なセフレっていう契約を持ちかけてきたりするのか。それこそ気持ち悪くないのだろうか。

　と心のなかでつぶやいてから、いや、と思い直す。彼のなかでは『セフレ』という位置づけがあって、そこに私がストンと填まっているイメージなのだ。白か黒。『恋人』か『セフレ』。

「とはいえ、そういう態度を不快に思う人たちがいることも理解しているので、どこかで変わらないといけないとは思っています。でもなかなか変えられないですよね。長年この性格でやってきてるわけですし」

　細長くきれいに折りたたんだレースペーパーをお皿に戻すと、千明くんが小さく息を吐いた。私もそれに倣うみたいにため息を吐く。

「そうだね。無理してもストレス溜まっちゃうし」

　自分たちの性質を理解してくれている人は別として、他人とスムーズにかかわるのって、こんなに難しいんだ。

「僕たち、そういう意味では似てますね」

「そうかも」

　改善する点は違うけれど、根っこは同じだ。私たちはどちらともなく向き合って、微笑み合う。最近やっと驚かなくなってきた、彼の優しい笑顔。

「言いにくいことなんだと思います。他人の欠点というのは。だからそれを敢えて口に出してくれた優里奈さんのためにも、少しずつ気を付けていこうと思います」

　──優里奈さんのためにも、なんてフレーズ、ちょっと恥ずかしい。そんな言い方をして、私が勘違いしたらどうするつもりなのだろうか。

「うん。私も、なるべく武装しないでコミュニケーションをとれるように頑張る。……そう思えたのは、千明くんのおかげだよ」

　照れているのを悟られないようにごまかしつつ言うと、彼が笑って頷いた。その表情を見るにつけ、やっぱりかわいいな、と思う。

　優しくてマメな千明くん。会うたびにおいしいスイーツと紅茶をふるまってくれるし、夜まで一緒のときはお酒をごちそうになることもあるけれど、先週は珍しくお泊まりをした。帰るタイミングを逃してずるずるとお部屋に居座ってしまっていたら、『嫌じゃなければ泊まっていってください』と、彼が提案してくれたのだ。私はすぐに『うん』と答えた。

　パンの焼ける香ばしい匂いで目を覚ますと、丸テーブルにはふたり分の朝食が用意されていた。バタートーストとオムレツ、トマトとチーズのサラダ、コンソメスープ。オムレツはなかにひき肉と玉ねぎが入っていて、サラダのドレッシングは手作り。コンソメスープの具ははしめじとベーコン。トーストの焼き加減もちょうどよく、どれもおいしかった。私はうれしいサプライズにテンションが上がったこともあって、早々に全部平らげた。

　食べ終えるころに、マッチングアプリのプロフィールに『料理』が趣味であると書いていたのを思い出した。そのことを詳しく突っ込んでみると、『食べるのも作るのも好きなんです』とのことだった。

　千明くんは、食そのものが好きなんだ。と、彼のことをまたひとつ知れたことでうれしくなってしまう自分がいた、彼は続けて、

『おいしいものって他人をよろこばせる力があるんですよ。優里奈さんによろこんでもらえれば、それが何よりです』

　──なんて笑って言った。

　その整った顔で、思わせぶりな台詞を言われて……何も感じない女性はいないだろう。

　誰かにおいしいものを食べさせたい、なんていう感情が彼にあるとは、また発見だった。

　相手が私だったから──と考えるのは、あまりにうぬぼれすぎだろうか。

「あの、優里奈さん。日曜の予定がなければですけど……よかったら今日も泊まっていきませんか？」

　先週と同じように千明くんが首をかしげて訊ねる。違ったのは、先週よりもずっと早い時間に訊いてきたことだ。シンプルな壁掛け時計を見て時刻を確認する。まだ十五時前だ。

「……うん。そうだね。泊まって行こうかな」

　今考えて決めたふりをしたけれど、本当は訊かれたときは泊まっていこうと決めていた。むしろ、今日も誘ってくれたらいいのに、とすら考えていたくらいだ。

「──じゃあ、いっぱいセックスできますね」

　普通の会話のときに見せるのとは違う、艶を帯びた微笑みに心臓がどきんと跳ねる。

　私に仕事スイッチがあるように、彼のなかにも官能スイッチが存在するのだろうと思う。

　官能スイッチがオンになった千明くんが、私を優しく抱き寄せる。そして、スプリングの効いたベッドの、白いシーツの上に私を押し倒し、ゆっくりと覆いかぶさってきた。

「んっ……千明くんっ……」

　ゆらりと近づいてくる彼のきれいな顔。刹那、彼の唇と私のそれとが重なった。

　私にとっては、いっそ安心感を覚える感触になっていた。暖かくて心地よい千明くんの唇は、私を労わるように柔く私のそれを食み、伸びてくる舌を誘い出して表面を擦り合わせてくる。

「ん、ふ……ぁ……んんっ……」

「……はぁっ……優里奈さんとのキス、いつしても甘くて……唇、放せないです」

　──私も同じようなことを思ってたけど、きっとそれは、私たちのそばにいつもおいしいスイーツがあるせいだよ。

　と言葉にしたかったけど、やめた。もし彼が、私とのキスに溺れているというのなら、敢えて原因に触れる必要はないと思った。もっと私の唇を求めてくれればいい。

　部屋着代わりのパープルのワンピースのボタンが、ひとつずつ外されていく。この部屋に入ると暗黙の了解とばかりにこの服に着替えることになっている。この脱がせやすい服は、確かにセックスをするには最適なのだろう。

　けれど──一応、部屋を訪れるたびに何を着て行こうか、前日の夜からいろんな服を引っ張り出してはあれでもない、これでもないと悩んでいるわけだから、少しはその日の装いに注目してもらえる瞬間があってもいいのに、と考えていたりする。

　ワンピースの下はキャミソール。肌着としてのそれを脱いでしまうと、その下にあるのはブラとショーツのみになる。

「よく似合ってます」

　下着姿の私を視線でなぞりながら、千明くんが言った。

「千明くん、こういうのが好きって言ってたから……」

　彼は黒系の透け感がある下着が好みだと聞いてから、私のクローゼットのなかの下着をしまっているボックスには、黒や濃いグレーのレーシーな下着が増えた。彼にそうしろと言われたわけではないのに、一度登板した下着が再登板されたことはまだない。自分でも、その理由はまだわかっていない。

「素敵です。優里奈さんの白い肌には、対照的な色が合うなと思ったんです」

「ん、ぁあっ……！」

　左右の胸の上半分がレース生地になっているブラ。レース部分にはもちろんベージュの裏地がついているのだけど、千明くんがそのレース部分にキスを落とす。

「残念、透けてないんですね」

「当たり前だよ」

　──透けてたら見えてはいけない部分が見えてしまうじゃないか。

「今度、透けているものを着けてきてほしいですね」

　ちらりと視線だけこちらに向けて、千明くんが問う。

「な、何言ってるのっ……」

「僕、すごく興奮しちゃいそう。セクシーな下着を着てる優里奈さん、見てみたいな」

「っ……」

　セクシーランジェリーの類は持っていないし、そもそもどういうところで手に入るのかもわからないくらいだけれど……面と向かって見てみたいと請われると、無下にはできない。

「……覚えてたら、着けてくるね」

　消え入りそうな声でそう言うのが、私の精一杯だった。

「期待してる」

　私の反応がおかしかったのか、彼は喉を鳴らして笑ってから、私の背中に手をまわして「外すよ」と言った。私は頷き、背中を浮かせてマットとの間に隙間を作る。そうしてブラの留め具を外ずと、白い膨らみがふたつ、ふるりとまろび出る。

「一週間経つと、痕って消えちゃいますよね」

　千明くんの指先が、胸の頂のすぐそばをなぞる。先週、私と彼が快楽を貪り合っているときに、彼がつけたキスマークが存在していた場所。今はもう、時間の経過とともに消えてしまっている。

「消えたらまたつければいいだけなんですけど」

「っ……」

　同じ場所にしるしを付けるべく彼が顔を埋める。微かな痛みを伴って、柔らかな皮膚に赤い痕が浮かび上がった。

「ほら、もっとかわいくなった」

　できた痕を満足そうに撫でたあと、その指先がスライドして頂を弾いた。

「んんっ……！」

「ここ、もう勃ってる」

　千明くんが示す通り、身体にほとんど刺激が加わっていないにもかかわらず、胸の先は反応を示していた。

「ちょっと大きくなってきましたよね。優里奈さんのここ、最初は小さかったけど、僕が噛んだり、吸ったりしてるうちに……いやらしく膨らんで、勃ち上がって」

　今までも胸を愛撫されることはあったけれど、千明くんほどたっぷりと時間をかけて刺激を与えてくる人はいなかった、おかげですっかり形が変わってしまって、少しの刺激でも下半身にきゅんと快感が響くような身体になってしまった。

「ここ……してほしい？」

「うん……して……っ」

　私は素直に愛撫をねだった。千明くんに舐めてほしいし、気持ちよくしてほしい。

　笑みを濃くすると、千明くんはさっそく片方の胸の頂に舌を伸ばした。舌先が胸の頂に当たるか当たらないかの距離感で、ゆっくりと舌を動かす。

「んんっ……！」

　細かい振動と舌の滑る感触が相乗して、ゾクゾクと背筋を駆け上がっていくような快感が湧きおこった。そうやって舌を使って胸の先端を弾きながら、もう片方の胸の頂を摘み、親指と人差し指の腹で優しく扱かれる。

　──気持ちいい。もっとしてほしい……！

　千明くんと触れ合うまでの私は、胸への愛撫をそれほど気持ちがいいものだとは思っていなかった。まったく気持ちよくないとまでは言わないまでも、過去の経験では、激しい絶頂感につながっているのは下肢で感じる快感だと信じて疑わなかった。

　けれど、こうして関係を持つようになってから──知らなかった悦びに打ち震えている。

　毎週毎週、彼に胸の先を甘噛みされたり、指で摘ままれたりしているうちに、その場所が敏感になったように思えた。

「あぁ、イイよぉ……千明くんっ……！」

「鼻にかかったそそられる声出して。優里奈さんって、本当におっぱいが好きだね」

　彼の口から俗っぽい言葉が聞こえてくると、何だかすごくいけないものを聞いているような、それでいてもっと聞きたいような説明のできない気持ちになる。

「もうほしくなったの？　そんなに腰をくねらせたりして」

　胸の先から送られてくる疼くような快感に、どうしても腰が揺れてしまう。それを指摘されると、ただでさえ感じている羞恥がさらに増していく。

「素直でかわいいよ、優里奈さん。もっと感じて」

　私を悦ばせるために、また両胸の頂に愛撫を施す。かり、とそこを噛まれるたびに身体を震わせてしまいながら、私は触り心地のよさそうな千明くんの黒い髪を見つめる。

　彼は自分で気づいているだろうか。セックスをしている時間、徐々に丁寧語が抜けてきているということに。

　かつて同期なのにどうして丁寧語を使うのかを訊ねたことがあった。そのときはくせなだけであって、親しい人とは普通に話す、というように言っていたと記憶している。

　ということは──私は彼にとって、親しいと思える部類には入っているのだろうか？

　だとしたら素直にうれしい。だって、少なくとも私は会社の人たちとは違って、特別なのだと思えるから。

「もっと気持ちいいところ、してあげる。優里奈さんがしてほしいところ」

　彼が少しずつ下のほうに移動する。次に何が起こるのか見当はついているから、期待のあまり全身が粟立った。

「すごいね、ここ」

　私の脚の間で、ブラとお揃いのショーツを脱がせようとしている千明くんがいじわるに言った。ショーツと秘部の間に、幾筋もの銀色の糸が引いている、私が彼の愛撫によって、激しく反応しているのが明らかだった。

「もっと悦んでほしいな」

「やぁっ……」

　ショーツを剥ぎ取ると、千明くんは私の両膝を大きく開いた。部屋の照明に照らされて光る秘裂がひくひくと震える。まるで、刺激をほっしているかのように。

「優里奈さんのここ……すごくいやらしいよ。僕に舐めてほしそうにぱくぱく開いて、ぬるぬるしたのを吐き出して……」

「言っちゃやだぁっ……」

　どんな風に反応しているのかをこと細かく知らされると、いっそう羞恥が募った。

　──もう何度も彼の目の前に晒されている場所だけど、未だに恥ずかしい気持ちが拭えない。きっとこの先も慣れることはなさそうだ。彼の手によって淫らに反応し、欲情する様を真正面から見られ続けて、平気な顔ではいられないだろうから。

「そう言うわりに興奮してるよね」

「……千明くんが煽るからっ……」

「煽ってないですよ。事実を述べたまでだから。……ほら、赤く潤んで美味しそう。以前、どこかのパティスリーで買ったさくらんぼのコンフィチュールみたいで……早く舐めて、吸い付いて、味わってみたくなりますね」

「っ……！」

　──ジャムに例えられても、反応に困るんですけど……！

　そんな抗議をするより先に、彼の舌が入り口の粘膜に触れた。幾重にも重なる曲線をなぞったあと、れろ、と一気に舐め上げる。

「んんんっ……！」

「うん、そうですね。コンフィチュールみたいに濃厚で甘いです。でも僕は、こちらのほうが好みかな」

　ジャムに見立てた愛液を舌先で掬い、味わってからそう述べた。それから秘裂を押し広げ、露出した赤い粒を見つけると、妖しい笑みをこぼす。

「──小さなさくらんぼ、見つけましたよ」

「んぁあああっ──千明くん、だめぇっ……！」

　その小さな実に、彼がちゅっと吸い付く。剥き出しの、無防備な性感帯に与えられる強烈な悦びは、アイスクリームみたいに徐々に私の思考を溶かしていく。

「優里奈さんの『だめ』って、意味を成していませんよね。……本当はもっとしてほしいって思ってるくせに」

「あ、歯立てないでっ……！」

　言葉で煽られつつ、高ぶりによってパンパンに熟れた実に歯を立てられると、言葉では表現できない猛烈な喜悦が、身体にずしんと大きく響いた、

　──そんなにしたら、すぐイっちゃうっ……！

「あぁあああっ……！」

　もう我慢できないかもしれない。そう思った次の瞬間に、大きな快楽の波が覆いかぶさってくる。私はあっという間にその波に攫われ、気をやってしまった。

「もうイっちゃったんだ。もっと味わいたいんですけど」

　私との度重なるセックスで、こうなることはある程度予測できたはずだ。それなのに、彼は私ののぼせ切った顔を覗き込みながら、残念だとばかりに眉を上げる。

「今は、だめぇ……敏感、にっ……なってる、からぁ……！」

「……優里奈さんの『だめ』には意味がないので、続けますね」

　快感のあまりびりびりとしたしびれさえ感じている実に、再び吸い付く千明くん。

「んぁあっ──！」

　絶頂を迎え弱り切った身体に、もはや苦痛とも呼べる苛烈な刺激が刻まれる。

　それから、舌先で突起を撫で擦る。優しい舌使いで刺激が緩和される分、身体が宙に浮いてしまうみたいな快感が押し寄せてくる。

「耐え……っ、られない、のぉっ……こんなの、身体、どうにかなっちゃうっ……！」

「耐えなくていいです。イきそうならまたイけばいい。我慢しないで、またかわいいイき顔、僕に見せて」

「あっ、やぁっ、ああっ……！」

　それから彼は、絶えず愛蜜をだらだらと垂れ流す入り口に口を付けて、そこに溜まった蜜を吸い出しはじめた。存在を誇示するように顔を出すさくらんぼは、親指で小さな円を描いて捏ねる。

「ちあきく──ちあきくんっ……！　それすごいぃ……だめ、やだぁっ──またイくぅっ……！」

「イって、優里奈さん……！」

　──こんな激しい悦楽には抗えるはずがない。再び私の背丈をも超える大きな波が襲ってきたのなら、その波に飲まれるしかないのだ。

「～～～～……!!」

　声にならない嬌声を上げながら、私はまた果ててしまった。

　だけではなく──

「ぁ、何か出っ……!?」

　身体の内側から勢いよくあふれ出てくるものがあった。熱くほとばしるそれが千明くんの顔を濡らしている。

「えっ、やだ、私っ……ごめん、千明くんっ……！」

「……いえ。気持ちよすぎて潮噴いちゃったんですね。それくらい感じてくれてうれしいな。すごくそそられる眺めでしたよ」

　快感に支配されている状態とはいえ、制御がきかずに粗相をしてしまったのが恥ずかしくてたまらない反面、千明くんの反応が快いものであることにホッとする自分がいた。

　──私だけじゃなく、千明くんにもたくさん気持ちよくなってほしい。

「……私も千明くんのこと、気持ちよくしたいな。いい？」




　こういうとき、千明くんはいつも私をベッドの下に座らせる。そして自身はベッドに浅く腰掛け、私を脚の間に座らせるのだ。

　部屋着を脱いだ千明くん。身にまとっているのは下着だけだ。

　まずは下着の上から彼自身のフォルムを確かめるみたいに撫でてみる、私を気持ちよくしてくれていたときに、下着のフロント部分が少し濡れてしまうくらいに力強く屹立していたのが見えたけれど、今は少しだけ落ち着いている。

「っ……」

「撫でるの、くすぐったい？」

「そうですね、ぞくぞく……します」

　ほんのちょっと上ずった声に、私のほうがぞくぞくしてしまう。

　──千明くんにも感じてほしい。快感に我を忘れるような千明くんの顔が見てみたい。

　ネイビーのシンプルなボクサーパンツの生地はすべすべしていて、触り心地がいい。その下にあるものを意識しながら触れていると、少しずつ彼の体温が上昇していくの感じた。

　下のほうの丸い膨らみから、木の幹のように浮き出た場所を通り過ぎ、うっすらと劣情がにじみ出た先端の形を親指と人差し指でそっと摘まむみたいになぞる。繰り返すたびに増していく千明くんの熱を感じながら、顔を上げて反応を窺ってみる。

「……もしかして、じらしてます？」

「わかった？」

　もどかしさで、じれったくなる千明くんが見たくて、わざと時間をかけてみたのだ。私のいたずら心はしっかり彼に伝わっていたようだ。

「わかりますよ。楽しんで見えるから」

「ちゃんと触ったほうがいい？」

　先端に当たる部分に滲む濃い紺色。その面積が先ほどよりも増している。円の中心に触れてみると、彼の引き締まった腹部がぴくりと震えた。触れた人差し指の先から、今も熱い期待が滲出しているのがわかる。反応を確認するうちに、私の身体も静かに熱を帯びていく。

「……この状態を見ればわかりますよね」

「ん、わかった。ちゃんと触るね」

　ほんのちょっとだけ悔しそうな感情が垣間見えたので満足した私は、両手で下着のウエスト部分を引き下げた。そのまま膝下まで下ろしてしまう。

　勢いよく飛び出してきた剛直に、今度は直に触れてみる。布越しに触れるよりもずっと熱くて、硬い。私の身体にはほとんど存在しない、つるつるとした感触を楽しむみたいに指先を、手のひらを滑らせて、鈴口に到達する。

「いっぱい溢れてる」

　千明くんが根元までで滴るほど反応してくれている。彼を口で愛撫するときはいつもそうだ。きっと彼の体質であろうことは理解した上で、私からの刺激に垂涎を抑えられなくなっているのでは、なんて都合のいい考えが頭を過ったりして、左胸が甘苦しくなった。

　滲出液を根元に塗り広げていくだけでも、怒張が体積を増やしていく。塗り広げた先から鈴口からは新たな劣情が溢れてくるので、それをさらに海綿体にすり込むようにして伸ばしていく。

「っ……」

「気持ちいい？」

「……はい。すごく」

　足元に落ちたボクサーパンツを脱ぐのに苦戦するほど、彼は感じ入っているようだった。

「私の手、千明くんのでぬるぬるしてる」

　天井のシーリングライトの明かりを、濡れた手のひらが反射したのが目に入った。

　滲んだ欲望を潤滑油代わりに、指先でさらに千明くんを追い立てていく。

　愛情を伴わず触れ合っているのに、不思議と彼の体液に触れるのが嫌だとは少しも思わなかった。

　お互いの本能的な欲求を解消するための関係であると割り切ってしまっているからだろうか。彼の身体のどこに触れても抵抗感はないし、逆に私の身体に触れられて嫌だと思う場所もないことを自覚している。それどころか、

「ね……舐めていい？」

　──積極的に触れたい、と思っている。

　私は彼に問いかけつつ、答えを待たずに鈴口の溝に沿ってぺろりと舐めた。ちょっとだけ、塩辛い味がする。

「……訊くより先に、舐めてますよ？」

「だってこんなにほしいと思ってくれてるなら、嫌とは言われないかなって」

　彼が愛撫を求めているのは訊かずともわかったから笑ってそう言い、顔を寄せて根元から先端までをゆっくりと舐め上げる。舌全体をべったりとくっつけて、粘膜に触れることで生じる快感が増すように。

　舌が上下するたびに彼は快感を押し殺すような声をもらし、呼吸を荒らげながら悦びを享受していた。

　彼の強直が私の唾液塗れになったころ、彼が優しく私の頭に触れて「優里奈さん」と呼びかけた。

「あの……今さらですが、もしこういうの苦手だったら言ってくださいね。優里奈さんが嫌だと思うことは……してほしくないので」

「本当に今さらかも」

　私は鈴口を舌先でつついてから笑った。そういう台詞は初めてのときに言うべきものだ。

「──嫌だったらしてないよ」

　答えながら、あれ、とつぶやきそうになる。

　──どうして嫌だと思わないのだろう。彼氏じゃないのに。

　本当に、身体だけの関係に慣れたというだけ？

「私がしたいからしてるの」

　千明くんを気持ちよくしたい。今の私は、ただそれだけの感情に突き動かされている。

　鈴口に湧き出る蜜を舐めとったあと、私はぱくりと先端部分を口に含んだ。縊れたところに唇がフィットするように、唇にほんの少しだけ力を入れる。

　口に含むと、彼自身のサイズが改めて大きなものであるのを実感する。色味も赤黒く、改めてアイドル顔には似合わないな、と思った。グロテスクさすら感じるほど。

　なんとか口の奥のほうまで幹の部分を受け入れる。それだけで、顎が外れるかと思うくらいに大変だ。

　迎え入れた屹立に吸い付いたあと、舌で口腔内の隙間がなくなるように調整しながらストロークを始める。滴る唾液を啜り、頭を上下に動かしていく。

「っ、く………」

　──気持ちよさそうな顔してる。

　ちらりと視線だけで様子を伺うと、眉根を寄せて軽く唇を噛んでいたから、うれしくなって続ける。

　千明くんは感じてくれているとき、ああやって堪えるような表情をする。快感にストレートに反応することに抵抗があるからなのかもしれないけれど、それが彼らしくてかわいい。

「優里奈さん……」

　彼の指先が私の頭に伸びた。そのまま優しく髪を撫でてくれる。

　伝わってくる彼の体温が心地よくて、身体ではなく心が満たされる感覚があった。

　……愛情のない行為なのに、彼の所作に温もりを感じるなんておかしいのかもしれないけれど。

　口のなか全体を使って、彼の強直を愛撫した。頬の内側で擦り、唇を窄め、ときには喉奥まで受け入れて、張り詰めた熱杭を扱いていく。

　途中、根元にある、恥毛に隠れた質感の違うかたまりを指先で弄ぶ。彼はここをされるのが少しくすぐったいと言っていたから、刺激は控えめに。あくまで視覚的に愉しんでもらうためだ。柔らかかった独特の感触のする皮膚が、快感によって張り詰めていく様は何度見ても不思議だ。

「もう──平気だから……」

「っ、何で……？」

　ソフトクリームでも舐めるみたいに、先端を吸い立てながら私が訊ねる。

「そろそろ……危ないから」

「……だったらなおさら」

　このまま続けて、果ててもらうべきなのではないか。口淫を中断して千明くんの顔を見上げると、彼は胸を大きく上下させながら、微かな声でこう言った。

「……このまま、優里奈さんに挿れたい」

　目の奥に、いつにない高ぶりが見えた。珍しく興奮を隠さない表情に、私も下半身がどろりと溶けていきそうな情欲に襲われる。

「いいですか？　……優里奈さんのなかに挿入りたいです。あなたを感じたい」

「……千明くん」

　──私も、千明くんに挿入ってきてほしい。

「……私も、千明くんがほしい」

「優里奈さん──」

　千明くんが私の手を取った。

「今日は、後ろから責めてもいいですか？」

「……いいよ」

　彼は私をベッドの上にあげ、四つん這いにさせた。

　千明くんが挿入ってくる。その期待感で、心臓がドキドキと忙しい音を立てている。

　ほどなくして、背後から彼の身体が圧しかかってくるのがわかった。胸の下を抱えるような形。密着する肌と肌の感触が温かくて心地よい。

　……千明くんのが、ぬるぬるの秘裂に当たっている。熱くて、硬くて……ただ触れているだけでは我慢できなくて、はしたなくも腰を揺らしてしまう。

「擦ると気持ちいい？」

「ん……イイ……」

　そんな私の反応に気づいたのか、千明くんが自身の熱棒で秘裂の上を擦る。最初は私を煽るためのいたずらだったようだけれど、そこから得られる強い悦びに気づいて、身体を密着させて何度も擦り上げる。

　──もっと擦って、感じさせて。

　もしかしたら挿入ってしまうかもという背徳感が、粘膜同士の摩擦による愉悦をさらに高めていた。私はイイ場所に当たるように下肢を揺らしながら、いけない偶然を待ちあぐむ。

「……このまま挿れたら気持ちいいかなって思うけど」

　彼のほうも多分、私と同じ衝動を抱いたのだろうと思う。けれど、やっぱり彼のほうが冷静だった。惜しそうに身体を離したあと、千明くんがベッドフレームの引き出しから避妊具のパッケージを取り出して装着する。

　それが彼なりの線引きのように思えて、少し寂しい心地がした。

　──私がセフレだから？　面倒ごとをおこさないために、気をつけてるってことなのだろうか？

　なんて思いが過った次の瞬間、何を馬鹿なことを、と自分を叱咤する。

　避妊具を着けるのは当然の配慮だ。むしろ、彼は私を大切にしてくれていると言えるのに、どうして不安になって、悪い風に考えてしまうのだろう。

「優里奈さん」

　準備を整えた彼が私を抱きしめて、優しくキスをする。

「これ……挿れるね」

　身体の中心にそびえるものを示しながら、耳元でそう囁いた。天を衝きそうなほどに真上を向く剛直を見ているだけで、身体が疼いて仕方がない。

　私は脳内に渦巻くまだ形を捉えられない思考を振り払って、彼との行為に集中することにする。千明くんが背中に覆いかぶさり、私の腰を抱えて入り口に怒張を押し当てる。

「ぁああっ……！」

　くちゅりと入り口の襞に切っ先が当たると、そのまま一気に押し込まれた。内壁を擦り、膣内に千明くんが侵入してくる。

「相変わらず……いつしても、キツいですね……優里奈さんのここ……」

　大きな質量が、お腹側にある気持ちいいところを無遠慮に刺激する。すぐに馴染んだと判断した千明くんは、そのまま緩やかに抽送を始めた。

「んはぁ、んんっ……！」

　──だめっ……ぐりぐりって、擦れてるっ……！

「千明、く──あ、あ、あはぁっ……んんんんっ……!!」

　頭がからっぽになるような恍惚はすぐに訪れる。快感の目盛りが振り切れ、身体の力が抜けて、前方に突っ伏した。千明くんは私の腰をしっかりと掴んで支えてくれながら、なおも奥を貫いてくる。

「……もう、イっちゃいましたか。でも……いつもと当たる場所違いますからね、っ……ここ、気持ちいいでしょう？」

「んあぁあっ！　動、かないで──今、本当に、だめだからぁっ……！」

　腰を打ち付けられるたびに、接合部から、ぱん、ぱん──と弾けるような音が生じる。弱り切って最も敏感になっている膣内を抉られ、目を伏せたまま哀願した。

「『だめ』じゃなくて……『気持ちいい』ですよ。間違えないようにしないと」

「ふぁああっ！」

　しかし──彼は勢いを落としてくれるどころか、さらなる刺激を与えてきた。片手で腰を掴んだまま、もう片方の手を胸の膨らみに伸ばして揉みしだく。

「うしろからのときって、優里奈さんのイイところ……たくさん触ってあげられるんですよね、っ……」

　下半身では絶えず水気を帯びたいやらしいリズムが刻まれている。内壁に扱かれて千明くんも激しい快感を覚えているらしい。時折言葉を詰まらせながら、私の胸の頂を転がしはじめた。

「僕がたくさんいじって、感じやすくしたここ……捏ねて、摘まんで……気持ちいいですかよね？」

「気持ちいいっ──あっ、あっ……!!」

　彼に愛でられると、それが合図であるかのようにすぐに勃起してしまう蕾。言葉通りに捏ねられて、摘ままれて、頭がぼうっとする。

　──何も考えられないっ……この快楽にすべてを委ねてしまいたい……！

「っぁああああああっ……!!」

　とめどなく訪れる強烈な喜悦。私はただ与えられるがままに、その悦びを貪って果てた。

「かわいいな、優里奈さん……またイっちゃったんですね」

「だっ……て……っあ、あ……」

　高くお尻を上げた姿勢だというのに、羞恥を感じる暇もないくらいの、怒涛の快楽責め。抗えず、意味をなさない声をあげる私を見下ろし、彼が喉奥で笑ったのが聞こえた。

「いっぱい気持ちいいところ……触りましたものね……」

　彼は繋がったまま、うつ伏せの私の身体をシーツの上に寝かせる。そして、あろうことかまた律動を開始する。

「あぁ──……！　それ、っ……!!」

　──さっきよりも彼が深いところに挿入っている気がする。体勢が変わったせいだろうか。

　密着感が高まり、背中全体に彼の温もりを感じながら、律動は徐々に速まって行く。彼が出入りするたびに甘く切ない感覚が下肢から背中へと突き抜けていき、私はまた、高い声で啼いてしまう。

「感じやすい身体……っ、ぁ……大好きですよっ……責めがいがあって」

「っ、あっ、千明くんっ……！」

　耳元で煽るように囁かれる台詞。

　──好きなのは身体だけ？

　喉元まで出かかって、結局音にはできなかった。

　冗談みたいにして訊けばよかったのに、そのあとの千明くんのリアクションを想像して、それを思いとどまった。想像のなかの千明くんは──少し困っていたから。

　まただ。どうしてそんなことを考えてしまうの？

　私と彼は、ただひたすらに快楽を追求するだけの関係。なら、答えは決まっているだろう。

　彼はただの会社の同僚で、たまたまセックスをする間柄になった。彼と一緒にいる間は、気持ちいいことだけを考えていればいいんだ。

　きっと彼も、私にそれを求めているのだから。

「あっ、やぁ、あぁああっ……！」

　腰を押し付けられ、揺さぶるようなグラインドをしながら耳を食まれる。耳朶に吸いつかれ、舌で耳輪をちろちろと舐められると、それまでの思考が霧となったように掻き消える。

「優里奈さん……っ、もっと僕のことを感じて……僕が与える快感でいっぱいにしたいっ……！」

　ちゅっ、じゅっ、と湿った音の合間に、愉悦に震えた声が聞こえてくる。

「あ、あ、あっ──あぁあっ……だめっ、またぁっ……！」

「また、何？　……優里奈さんの弱い、いちばん奥に当たって……また、イくの？」

「あはああぁっ……！」

　もう下半身がバカになってしまったみたいに、絶頂感が止まらない。

　いちばん奥の窄まりに、千明くんの切っ先が何度も何度も当たって、擦れて──また気持ちいいのが上へ上へと重なり合って、どんどん蓄積されていく。

　──我慢できない……私、またっ……！

「～～～～～……!!」

　凄まじい快感で、身体が焼けついてしまうかと思った。私はつま先をぴんと伸ばしながら、ろくに言葉も出せずに上りつめた。

「っ……すごいっ……!!」

　私の絶頂とともに膣内がきゅうっと収縮する。彼の形がはっきりとわかってしまうくらいの強い締め付けに、彼が歯を食いしばった。そのとき、私の最奥で何かが小さく爆ぜる感触があった。

　──千明くんもイってくれたんだ。……気持ちよくなってくれて、よかった。

　私たちは繋がり合ったまま、お互いが落ち着くまで身体を重ねあわせていた。

　ずっと律動していた千明くんの肌は汗ばんでいて、触れ合っているところは暑いと感じるくらいに温かいけれど、汗が滴って冷えた場所は冷たくて心地よかった。

「ごめんなさい、重いですか？」

「ううん、平気」

　私に体重が乗ってしまっていると気づいた彼が、少し身体の位置をずらしてくれる。正直、あまり重みは気にならなかった。

「──あ」

　それよりも、そのせいで身体から彼が抜け出ていくのが、ちょっと寂しい。

「最後、勝手に盛り上がってしまって……あの、身体は大丈夫ですか？」

　となりで私の顔を覗き込んでくる千明くんは、私がそんな風に思っているなんてちっとも気づいていない様子だ。幾分申し訳なさそうな口調でそう言ってから、身体を気遣ってくれた。

「大丈夫。……すごく気持ちよかった」

「……よかったです」

　笑って答えてみせると、ほんの少し表情を綻ばせる千明くん。……そういう顔、やっぱりかわいい。ずるい。

「……あの、千明くん」

「はい？」

　彼のほうに顔を向けて切り出してみる。

　──私たちって、本当にただのセフレなの？

「……ううん。何でもない」

　行為の最中にも、似たような疑問が頭をよぎったことを思い出す。でも、それを確かめる勇気が、今の私にはなかった。

「優里奈さん」

「んっ……」

　私の思考を阻むかのように、千明くんが唇を寄せてくる。互いの唇を食んで味わったあと、千明くんがこう訊ねた。

「もう少し、優里奈さんに触れていたいんですけど、いいですか？」

「……うん」

　──私も、千明くんに触れていたいから。

「触れるだけでは済まないかもしれないですが、それでも？」

「……仕方ないなぁ」

　──いいよ。……むしろ済まなくなるほうが、うれしいのかも。

「ありがとうございます」

　律儀に言う彼に、今度は私からキスをねだった。





　◆◇◆






　──だめだ。全然いい人が見つからない。

　手にしていたスマホを放り出したい衝動をぐっとこらえてから、それを枕元に置いた。

　明日からまた仕事に追われる日々の始まる日曜の夜、新しく登録された、私の設定した条件に合う男性のプロフィールをすべて見終わったあとだった。

　比較的条件を細かく設定してあるからか、すぐに全員網羅することができたのだけど……心惹かれるようなプロフィールの男性はいない。

　原因は明らかだった。私はため息を吐く。

　──誰を見ても、頭の片隅に千明くんが浮かんできてしまう。

　同じ検索条件で抽出された人たちなので、条件となっている項目はすべて私の希望通りになっている。でも、それ以外の部分においてのプロフィールは多種多様だった。

　『趣味』に『フットサル』とあれば、「多分、千明くんは団体でするスポーツは好きじゃないだろうなぁ」とか。『登山』とあれば、「大変な割りに楽しい時間が少なく感じるから苦手、と千明くんが話してたな」とか。『料理』とあれば、「千明くんも得意なんだよなぁ。朝に作ってくれるオムレツ、おいしくて大好きだな」とか。

　──無意識のうちに、男性のプロフィールの項目越しに千明くんのことを考えていると気づいてしまったのだ。

　何それ。そんなの、まるで私が千明くんを意識しているみたいだ。そんなはずはない。

　あり得ない──私が、千明くんのことを好きになっているなんて。

　蛯原千明という人は、顔はかわいいけどとっつきにくい。私の好みとはほど遠い、苦手な同期だ。

　いや──でも。『だった』が正しいか。だって、『シュリ』くんとして出会って以降の彼のイメージはまったく違うから。

　スイーツの写真を一生懸命撮るところや、紅茶に詳しいところ。表情の変化に乏しいと思っているのに、恥じらったり、微笑んだりする表情がかわいいところ。いつも私のためにおいしいスイーツや朝食を用意してくれるところ。

　そのすべてが普段の彼とは違って感じて、魅力的に思えたのは確かだ。

　心のなかでざわざわと忙しない音がする。私は誰かに急かされているような気持ちで、手にしたスマホを握りしめる。

　本当はとっくに気づいていたのかもしれない。でも、必死で目を背け続けていた。自覚してしまったら、きっと自分がつらくなる。

　『お互いの恋人が見つかるまでの期間限定で、こうして身体の関係を続けるのはアリなのかな、って思うんです』

　彼ははなから私を恋人にするつもりなんてないのだ。身体の相性がいいから、お互いの恋人が見つかるまでの間の、期間限定の関係。つまり──セフレ。

　私たちは快楽のみでつながっている。それはきっとこれから先、変わることはないだろう。

　軽いノリで訊ければどんなにいいか。「私たちってただのセフレ？　そこから恋人になることってないの？」って。

　冗談っぽく千明くんに言う自分がうまく想像できない。言えたとしても、正直な私はきっと声が上ずってしまうと思うし、目も泳いでしまうだろう。

　そういえば彼は、私の彼氏を探す手伝いまでしてくれている。それこそ仲のいい友人のように親身になって、この趣味の男性はよくないとか、自己紹介のこの言い回しをするような男性は優里奈さんには合わないとか、様々な助言をしてくれる。

　……それって、暗に私は彼の恋愛対象ではないと宣言されているのと同じじゃないだろうか。少しでも私に対して異性としての興味があれば、私の関心がよそへ向くことに抵抗があるはずだ。

　そもそも、彼はお互いの正体を知ったアフタヌーンティーで「公私を分けたい。職場にプライベートを持ち込みたくない」と話していたじゃないか。同じ職場で恋人を作るつもりはない、ということなのだろう。

　──つまり、千明くんが私の彼氏になってくれる可能性はゼロ。やはり、セフレはセフレなのだ。

　絶望感に打ちのめされ、私は座っていたベッドに力なく倒れこむ。好きだと気付いて、速攻で失恋だなんて──あまりにも悲しすぎやしないか。

　私は手にしていたスマホの画面をぼんやりと見つめる。さきほどから変わらず、マッチングアプリのプロフィール画面だ。

　このマッチングアプリがあったからこそ、私と千明くんは親しくなることができた。気の合う知らない誰かとの出会いを運んできてくれるアプリ。

　自分の自己紹介文を読みながら、私は忘れかけていた本来の目的を思い出した。

『趣味や気の合う人と出会って、お付き合いできるかもと思って登録しました』

　私の目的は彼氏を作ることだ。身体だけの関係で足踏みをしているわけにはいかない。中途半端なことは止めて、私の心と身体、両方を愛してくれる人を見つけよう。人並みに結婚にも興味があるし、それが幸せへの近道となりそうな予感がしている。

　千明くんのことは忘れよう。というより、彼のことを忘れられるくらいの素敵な人を、アプリで探せばいい。

　プロフィールで撥ねていても、ぐっとくる要素がある人とは会ってみて、フィーリングが合うかどうか確かめてみてもいいかもしれない。もしかしたら、それが運命の出会いとなるのかもしれないし。

　──よし、それならさっそく行動に移そう。

　私は男性のプロフィールの検索の設定項目を少し減らしつつ、目を引く自己紹介などには積極的にメッセージを送ることにする。すると、何人かからはすぐに返事が返ってきた。

　千明くんのことが頭からはじき出されてしまうくらいに、新たにやり取りを開始する男性たちのことで頭がいっぱいになってしまえばいい。

　その気になれない自分に背を向けたまま、私は見知らぬ彼らとのメッセージの応酬に励んだのだった。
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「それじゃ優里奈さん、また」

「はい……また」

　金曜の夜。アルコールのおかげもあって機嫌よく車両に乗り込んだ私は、振り返った先でこんがりと小麦色に焼けた手を振る男性に軽く頭を下げた。

　優しそうに微笑む彼は、黒いＴシャツにオールドブルーのデニム、赤いスニーカーという肩の力の抜けたファッションでも、長身なので洗練されて見える。

　扉が閉まり、電車が動き出したあともずっと手を振ってくれているのがわかった。こういう仕草にも、彼の温かい人となりが表れているのだと思う。

　私も扉の窓から彼の姿が見えなくなるまで、手を振っていた。

　──いい人だなぁ、アツシさんて。

　『アツシ』こと敦あつ士しさんとは、マッチングアプリで出会った。今日が二回目のデートだ。

　私が掲げた条件のなかで、彼のほうが唯一『お酒』の項目を『飲まない』に設定していたために、これまでマッチングしなかったのだ。自己紹介の飾らない雰囲気が気に入ったのでこちらからメッセージを送ってみたら、すぐに彼からレスポンスが来た。それからはテンポよくメッセージを送りあうようになり、自然に「会ってお話ししましょう」の流れになったわけだ。

　本音を言えば一緒にお酒を飲める人のほうがうれしかったけど、わがままを言っていても始まらない。それに敦士さん本人が、最初のデートで「俺は下戸だから飲めないけど、相手の女性が飲む人でも全然気にならないよ」と言ってくれたので、遠慮なく飲ませてもらっている。

　敦士さんの職業はライフセーバー。優しく物腰が柔らかくて、同い年とは思えないほど、話していてどっしりとした安心感がある。例えるなら、私がどんなボールを投げても必ず受け止めてくれる名キャッチャー、というような。

　私は、そんな彼の人柄が素敵だと思うし、今は距離感を保って多少しおらしく接してしまっているものの、もっと自分の素を出していきたいな、と感じているところだ。

　ただ──敦士さんと楽しく食事をしていても、無意識に千明くんのことを考えてしまっている。

　敦士さんのことを、千明くんは何て評するのだろう。『お酒の飲めない男性は優里奈さんには向いてないですよ』とか？

　彼氏になるかもしれない男性と会っているときに、別の男性のことを考えるなんていけないことだ。必死に振り払おうとするけれど──千明くんは、私の頭からなかなか出て行ってはくれない。

　うぬぼれかもしれないけど、敦士さんからの好意を強く感じている。世の中では三回目のデートで告白だなんてセオリーがあるけど、それで言うと、次のデートで気持ちを伝えてくれるつもりなのかもしれない。

　今夜だって帰り道に、「このまま帰したくない気もします」なんて冗談を口にしていたけれど、私の様子を伺っている雰囲気もあったし……。

　たとえば次のデートで告白されたとして、私は彼に何て答えるのだろうか。

　いい人だけど……話していて楽しいけど、ときめくかと言われたら、どうなんだろう？

　……でも、ときめきから始まる恋ばかりじゃないのかも。この人なら信用できそう、なんて好意からスタートして、次第に恋や愛に変わっていく可能性だって十分にあり得る。

　千明くんとは相変わらず週末に会っているけれど、自分の気持ちを自覚してからは彼と一緒にいるのがつらくなるときがある。

　私たちはセフレ。身体だけのつながり。彼と肌を合わせるたびにそれを意識してしまって、胸が苦しくなる。

　こんな気持ちになるくらいなら、早いこと敦士さんとお付き合いして、きちんと彼氏彼女の関係を築いていきたい。……この苦しみから、解放されたい。

　──決めた。次のデートで告白されたら、敦士さんとお付き合いする。

　明日は千明くんのマンションに行く約束をしている。彼にもそれを報告して、お別れをしよう。

　もともと、そういう約束だったんだから──





　◆◇◆






「お酒の飲めない男性は優里奈さんには向いてないですよ」

　翌日。いつも通りおいしいスイーツと紅茶のある空間で、『アツシ』さんのプロフィールを見た千明くんが、予想と一字一句違わないリアクションをした。

「でも、相手が飲んでても気にならないって言ってくれてるし」

「優里奈さんは気にならないんですか？　相手が飲めなくても」

「……それは」

　……まったく気にならないと言えばうそになる。私は、ほとんど手を付けていないカスタードパイの載ったお皿を見つめながら言葉に詰まる。

　──だめだ。ちゃんと考えて決めたんだから、その決断を貫かなければ。

「でも大事なのは人柄だと思う。敦士さんはとにかく優しくていい人なの」

「もう会ったんですか？」

「うん、二回ね。だからどんな人かはちゃんとわかってる」

　紺色のカップを持ち上げて、千明くんが紅茶を一口飲んだ。今日はクリーム系に合うという、かつて話題にも上がったキャンディを選んでくれたらしいけれど、今日の私は普段にも増して味や香りの違いがわかっていない

「……で、優しくていい人、ですか」

「……何が言いたいの？」

「好き、とかじゃないんですね。この『アツシ』さんを」

　ソーサーにカップを戻した千明くんが、ちょっと不思議そうに訊ねた。

「……好きっていう感情は、そのうち追いついていくものでしょう。最初のうちは、好きになれそうってだけで十分じゃない」

　早口になってしまうのは、図星を突かれたからだろう。千明くんの視線から逃れるように俯きながら反論するけれど、その言葉にどこかしっくりきていないと感じる自分もいる。

「次、三回目ってことは、先方からそろそろちゃんとお付き合いしましょう、って話があるかもしれませんね」

「そう……それで、千明くんに伝えておきたいことがあるんだけど」

　とにかく、きちんと伝えないと。私は顔を上げ、いっそ攻撃的にすら思われそうな眼差しを千明くんに向ける。

「──もう、こういう風に会うのやめよう」

「どうしてです？」

「お互い恋人ができるまでっていう期間限定だったでしょ。私、そろそろ彼氏ができそうだから」

「その『アツシ』さんと付き合うつもりなんですか？」

「そうだよ。今そういう話してたよね」

「本気ですか？」

　怪訝そうに眉をひそめて、千明くんが訊ねる。

「まだ二回しか会ってないんですよね。本当に信頼できる男なんですか？　ただ優里奈さんの容姿に惹かれて集まってきた男のなかのひとりなんじゃないですか？」

　どうしてそうやって責めるように言うのだろう。せっかく千明くんを忘れようとしているのに。……鎮まりかけた私の心をかき乱さないでほしい。

「敦士さんはそんな人じゃない！」

　そんな苛立ちもあって、思いのほか強めに言い切ってしまった。途端に、千明くんの勢いが衰える。やや眉を下げて、視線を落とした。

「……優里奈さんは、僕よりその人に抱かれたいって思うんですか？」

　呟くような問いかけに──悔しいけど、即答できなかった。

　だって私の気持ちは、千明くんにあるんだから。誰だって、好きな人に抱いてほしいに決まってる。

　肯定することも、否定することもできないまま無言でいると、千明くんに抱きしめられた。いつもの、セックスの始まりのときみたいな優しい所作ではなく、力強く気持ちのこもった様子に少し戸惑う。

「……ほかの男に取られたくなんてないです。優里奈さんを僕だけのものにしたい」

「千明くん……？」

「優里奈さんが好きです。……だからこうやって、取られないように僕の部屋に囲ってたのに」

　背中に回された手に、さらに力がこもった。

「うそ……」

　予想していなかった、けれどもそうであればどんなにいいかと思っていた台詞を告げられて、おどろきの言葉がこぼれる。それから、じわじわとしたよろこびが湧き出てきた。

「気づくわけないよ。だって、『お互い恋人ができるまで』って言い方をしてたから、私は相手の範疇に入ってないのかなと思ったし……好きって言ったり、褒めてくれるのは身体のことだけで……セフレとしか見られてないって感じてたから」

　彼の笑み交じりの囁きに、小さくかぶりを振った。

　──恋人同士かと錯覚するようなやり取りは幾度もあったけれど、でもそこには、きちんと一線を引かれているような気さえしていたのに。

　……彼も私と同じ気持ちでいてくれたんだ。それが、うれしくて仕方がない。

「私も千明くんが好き。正直、最初は苦手だったし、身体の関係で始まったんだけど……親しくなっていろんな一面を見るようになって、素敵だなって思うようになった。けど、千明くんは私なんて眼中にないと思ってたんだよね。敦士さんのことはまだ正直好きとは言えないけど、千明くんを忘れるためにお付き合いしようって……身勝手だけど」

　自分本位の選択であるとは自覚している。それでも、自分の心が折れずにいるにはそれしか方法が思いつかなかったのだ。

「本当、身勝手ですよ」

　ちょっとからかうように千明くんが言う。

「──僕がどれだけショックを受けるかって、想像してもらいたかったです」

「ショックなんだ？」

「もちろんですよ」

　同じような軽口を返すと、彼は即座に頷いた。

「……でもよかった、そうなる前に打ち明けてくれて。……優里奈さん」

　ふっと解けるような笑みのあと、千明くんが私の名前を呼ぶ。

　──この人がこんなに優しい表情をするなんて、マッチングアプリを介して出会うまでは知らなかった。きっと私だけが知っている、私の大好きな彼の微笑み。

「もっと早く伝えるべきでしたね。僕と、付き合ってもらえませんか？」

「はい。私も同じ気持ちだよ」

　その申し出を断るはずがなかった。

　一瞬たりとも空白を与えずに答えると、彼の唇がゆらりと近づいてくる。

　キスはそれこそ、飽きるほど交わしてきたのに、普段とは違う緊張感があった。柔らかな唇が重なる前も、ちゅっと吸い付いてさらに深く重なったあとも、ドキドキが止まらない。

　このとき、私と千明くんは恋人同士としての初めての口づけを交わしたのだった。




「う、ん、く……んんぅっ……」

　ベッドの上でキスを交わす私たちの唇の間には、一粒のチョコレートがある。もっとも、外側は体温で溶けてしまって、なかのプラリネもお互いの舌の上に溶けてしまっているような状態だ。

「……これは、アプリコットですかね？」

「っ、わ、わからないっ……」

「そうですか。じゃ、もう一粒食べて比べてみます？」

　くすりと声を立てて千明くんが笑うと、サイドテーブルの上に置いてある小さな箱のなかに手を伸ばす。そこには、親指の先くらいの長方体の形をしたチョコレートがきれいに五つ並べられてある。五つはそれぞれ違うフレーバーらしい。

　『とっておきのチョコレートがあります』と言ったのは千明くんだ。彼の甘いもの好きを知っている友人のひとりが、彼に送ってくれたというそのチョコレートは、関西に拠点を置くショコラトリーのもので、まだ私たちの住む関東圏には未出店の人気店。

　私も、雑誌やネットで名前は知っていたので、そちらに行く機会があればぜひ立ち寄ってみたいと思っていたから、『食べたい！』とすぐに返事をした。

　箱を開けてみると、五つそれぞれにチョコの中身を区別するため、キャンディチップやくだいたナッツなどでデコレーションされている。

「五つだと、どれを食べるか迷うよね。二人で全部半分こできたらいいんだけど」

　──私がそんな不用意なことを口にしてしまったのがよくなかった。

「そうしてみますか？」

「え、どうするの？」

　──と訊ねたことで、現在に至るというわけだ。

「何の味か定かではないですが……ん、はぁっ……期待通りおいしいですね」

　文字通りの甘いキスに酔いしれながら、千明くんの台詞に頷いてみせる。

　確かに、何のフレーバーなのかはわからないけどおいしい。こんな形で味わうことになったのが、少し残念なほどだ。

　洋服が汚れてしまうかもしれないと、私たちはすでに衣服を脱ぎ、下着姿になっていた。実際、溶けたチョコやプラリネが唇からこぼれて、顎先に垂れたそれを千明くんに舐めとられている。

　彼のトレードマークである眼鏡もその際に外してしまった。

　こうして眺めていると、最近は眼鏡をかけたオンの千明くんより、外しているオフの彼を見ている時間のほうが長かったかも、なんてことに気づいてしまう。

　人の縁というのはどこでどうなるかわからないものだ。苦手だったはずの千明くんが、いつの間にか彼氏になっているとは。

「どうぞ、二つ目です」

　一つ目を食べ終え、すかさず違うチョコレートを唇に挟んだ千明くん。

「っ……私、すごく恥ずかしいことしてる気がする……」

「チョコレートを食べているだけですから」

　こみ上げる恥ずかしさで躊躇する私に「ね？」とこともなげに促してきた。

　普段こんな食べかたしないくせに、と内心で詰りながらも、誘いを拒むという発想もなかった。じわりと溶け始めたチョコを迎えに行くように、再び唇を重ねる。

「ぁむ、ぅ……甘い……」

「ミルクチョコ……ですかね……？」

　ごく小さな声でつぶやくと、溶けたチョコレートが唇の間で滑る。こぼれ落ちないようにしようとすると、必然的にお互いの唇を強く押し付ける形になる。そのうちに、外側のミルクチョコがすべて溶けて、プラリネだけになって──千明くんの舌が伸び、ぺろりと舐める。それに倣って、私も舌を出した。

　──甘い。それに、ちょっと香ばしいかも。

「ん、ふぅっ……んんっ……」

　舌先が触れ合ったら、背筋にぞくぞくとした快感が走る。その衝動のままに、私たちは舌を押し付け合い、甘く蕩ける感覚を共有しあう。

　甘くて、官能的で──この瞬間がずっと続いてほしいと思うようなキス。

　プラリネが溶けてなくなっても、私たちはまだ舌先を弄ぶような口づけを続ける。むしろ、プラリネがなくなったことによって唇を深く重ね、そのふわふわとした柔さもつぶさに感じられるようになる。

「っ……フレーバーは……ナッツ系ですかね？」

「ん……多分……っ」

　考えるふりをしながら、実際は味を当てることよりも、千明くんの唇を味わうことに夢中になってしまっている。それを悟られないように、私はキスの合間に返事をした。

　まだ味の余韻の残る舌を擦り合わせ、粘膜が触れ合うことによって生じる恍惚を味わい尽くすうちに、別の欲望がむくむくと顔を出す。

　──キスだけじゃなくて……もっと深く、彼と触れ合いたい。

「思った通りの、おいしいキスです。……もうひとつ、食べます？」

　ほとんど隙間なんてないくらいに重なり合っていた唇が、ようやく離れる。

　自身の唇の端にほんの少しだけ残ったチョコをぺろりと舐めた千明くんが、サイドテーブルの箱にまた手を伸ばした。

「だめ」

　私はその動作を遮るため、彼の腕にそっと自分の手を置く。

「……わかってるでしょ。こんなえっちなキスされたら、続き……してほしくなっちゃう」

「僕に抱いてほしいってことですか？」

　口元が笑っている。私の反応を楽しんでいるときの顔だ。

　きっと彼は私に、そういう台詞を言わせたいんだと思う。でも、悔しいからほんのちょっとだけ抗うことにする。言葉にはせずに頷いた。

「……僕じゃなくて、他の男のものになろうとしてたのに？」

「だからそれは、千明くんが私に興味がないと思ってたからっ」

「僕は僕なりに、優里奈さんのことを大切にしていたつもりだったんですけどね。それなのに、たった二回会っただけの男にあなたを取られそうになるなんて」

　彼はやや口を尖らせて、まるで拗ねているかの表情をしている。

「もしかして、妬いてくれてるの？」

「…………」

　千明くん本人は、自分がそういう表情をしているのにそのとき初めて気が付いたのだと思う。わずかに目を瞠ってから、照れくさそうに視線をそらした。その所作で確信する。

　意外。意外過ぎる。千明くんもやきもち妬いたりするんだ。

「好きな人を取られそうになったら、誰だって嫉妬するでしょう。ましてやずっと片思いしてた人なら」

「片思い？　……私に？」

　千明くんが頷く。

「例の……同じプロジェクトを担当したときから、優里奈さんのことが気になるようになりました。自分の意見を持っていて、ハキハキしてて気持ちのいい人だな、と。あれ以来かかわる機会がなかったけど、何か話しかけるきっかけがあればとは思ってたんです。でも部署も違いますし……あったとしても、それを有効に活かせる機転も利かず」

　私のＰＣのトラブルを解決してくれたときのことが、閃光のように脳裏に過った。

　もしかしてあのとき、何か言いたげだったのは……私と会話をして接点を持とうとしていたからなんじゃないだろうか。だけど、上手くいかなかった、とか？

「……公私は分けたいって言ってたじゃない。プライベートを職場に持ち込みたくないって」

　私が彼を好きになるのより早く、彼のほうが私に興味を持っていてくれていたとは──まったく気が付かなかった。うれしいけれど、最初に聞いていた言葉が胸に残っていたこともあり、私は小首を傾げて訊ねた。

「言いましたよ。実際そう思っていました。でも、好きになってしまうときは好きになってしまうんだな、と。……だから僕もマッチングアプリで出会った、スイーツ巡りの趣味の合う女性と実際に会って、その人を好きになれればと思っていました。まさか、それが優里奈さんだなんて思いませんでしたけどね」

「……そうだったんだ」

　──彼はリアルな私を忘れるために、アプリのなかの私と会おうとしていたのか。

　つい先刻までの私の状況と同じだ。……ということは、忘れなければ前に進めないほど、私への気持ちが募っていたと思っていいんだろうか。

　弾むゴムボールのように心が跳ねる。その勢いで、私は彼に抱きついて、首元に顔を埋めた。

「ごめん。千明くんは不本意だろうけど、私、今すごくうれしい」

「……優里奈さんによろこんでもらえるのは、僕もうれしいですよ」

　穏やかな声音が、暖かい陽の光のように降ってくる。

「千明くん……」

　鼻先を鎖骨のくぼみにくっつけると、それまで着ていた衣服の柔軟剤の残り香に交じって、彼の匂いがする。胸の奥にとくんと温かなものが流れていくと同時に、腰がきゅんと切なく疼く。

　千明くんとベッドをともにするたびに、ドキドキする気持ちと並行して、安心感も増していっている。

「今日は優里奈さんに襲ってほしいな。だめですか？」

　少し身体を離した千明くんが、からかうように目を細めて言う。

「……仕方ないなぁ、いいよ」

　彼が自分からこんなことを言ってくるのが新鮮だ。ひょっとして、心の距離がさらに縮まった証なんじゃないだろうか、とか期待して、私は渋るふりをしながら内心で嬉々としていた。

「横になって。……襲わせて」

　垂らした黒髪を耳にかけながら、彼にそう指示した。

　仰向けに横たわった彼を真上から見下ろす。童顔と白い肌に似合わない、男性的な魅力のある引き締まった体躯。いつも、私をしっかりと抱き留めてくれる身体だ。

「身体中に、いっぱいキスさせてね」

　大好きな千明くんの身体のすべてを愛おしみたい、と思った。額から始まり、頬、唇、と順に唇で触れていく。彼の全部が私のもの。そんなしるしを残していくみたいに。

「んっ……」

　彼が最初に小さく声を上げたのは、耳朶を甘噛みしたときだ。私と同じように、千明くんにとってもここは性感帯らしい。耳朶をしゃぶり、耳輪に舌を這わせて、小刻みに動かしてみる。すると、千明くんは切なげな吐息をもらしながら、その刺激を享受しているようだった。

　首筋、鎖骨のくぼみと下がっていき、自然と視界に入ってくる彼の胸板、左右にある飾りを示して、彼の表情を伺う。

「男の人もここ、気持ちいいんだよね。……触られて、嫌じゃない……？」

　敢えて訊ねたのは、かつての恋人に拒まれた過去があるから。

「っ、はい……」

「よかった……このまま、するね」

　飾りの周囲にキスを落とすと、色の境目をぐるりと縁どるように舌先を動かした。

「っ……ぁ」

「気持ちいい？」

　舌を動かしつつ、彼が頷くのを確認する。頂の部分には触れず、その周りの柔い皮膚だけを、ざらざらした舌の表面で愛撫する。じらすほうがあとに続く快感を強く感じることができると教えてくれたのは、千明くんだ。

「ぷっくり勃ってる。やっぱり男の人も同じだね……」

「っ、言葉責めですか……？」

　飾りの頂点が勃ち上がっていることを示すと、頭上から彼の恨めしそうな声が聞こえてきた。

「そのほうが気持ちよくなれるでしょ。千明くん、ちょっと息あがってるよ？」

　少し余裕を欠いた彼がかわいくて、ついいじわるをしてしまう。さんざんじらしたあと、隆起した中心に吸い付いてみると、待ちわびた刺激に彼の身体がびくんと震えた。

　もっともっと、彼の感じている姿が見たい。その一心で、中心に吸い付き、舌先で押しつぶしたり、扱いたりした。

「……ここもすごく反応してる」

　もっと下の方、ボクサーパンツのなかで苦しそうにしているものを指先で示した。はやる気持ちが染み出して、布越しでもぴくぴくと生き物のように反応しているそれを。

「──そんなによかった？」

「……正直なところ、優里奈さんに責められてるってだけでも、すごくイイ……」

「うれしいな。じゃあ、もっとよくしてあげる」

　私だから欲情してくれているのがたまらなくうれしい。

　胸のふたつの蕾を弄るのをやめ、膝で身体を支える私は彼の足元のほうに向かってずり下がる。目の前には、刺激をほっする高ぶり。

　その高ぶりを下着の上からゆっくりと撫でた。熱くて、びくんびくんと力強く脈を打っているのが伝わってくる。早く触れたくて、彼の下着を下した。ぶるんと飛び出てきた屹立は、相変わらず強靭で逞しい。

　鈴口から溢れるしずくを舐めとろうと、私は引き寄せられるように先端に口づける。ちゅっ、とリップ音を立て、そして雁首のところまでぱくりと口に含んでしまう。

「んんっ……！」

　感じているときの高い声。彼の感覚と連動しているみたいに、下肢からどろりとした愉悦が溢れてくる。もっと感じてほしい。もっと。

　鈴口に舌を押し当てたまま、優しく先端に吸いつく。何度も細かく音を立てて、聴覚を通しても彼を追いやっていく。どんどん溢れてくる欲望を舐めとり、味わうだけで堪らなく隠微な気分になる。

　唇や舌を使い、幹のほうも刺激していく。大きく筋の入った剛直は、裏筋を下から上へと舐め上げるとそれだけで大きく反応した。もともと大きいけれど、手のなかで私の唾液まみれになっているものは、愛撫を重ねるごとに包み込む指が回らないくらいのサイズに育っていた。

「んっ……ふ、ずっと思ってた、けど、千明くんのって……大きい、よね」

　舌先で雁首のくびれを埋めるみたいに舌を動かしながら、過った思考がそのままこぼれる。

「……そう？」

「うん。……あ、でも私も比較できるほど経験あるわけじゃないけど」

　改めてサイズに言及すると、まるで私に比べる材料が多くあると聞こえてしまう。口に出してからそれに気づいて、慌てて訂正する。

「……そういうの言われると、また妬けてきます」

　すると、彼がむっとして起き上がった。

「あっ」

　そして抱き寄せられたのち、くるりと身体を反転されてしまった。一瞬にして、体勢が逆転したというわけだ。

「ち、千明くん？」

「優里奈さんが悪いんですよ。煽るようなことを言うから」

　中途半端に下着を身につけたままだった彼は、ボクサーパンツを脱ぎ払うと、剛直を私の下肢に擦り付けてくる。

「そ……そんなつもりじゃないんだってば」

「火が付いた責任、とってくださいね。身体で」

　嫉妬の炎が燃えてしまったらしい千明くんは、私の背中に片手を回した。手慣れた所作でぱちんとホックを外してしまう。邪魔だと言わんばかりに手早く私のブラを外したあと、垂れ下がるふたつの膨らみの片側を指で捏ねつつ、もう片方の頂きに吸いついた。

「んんんっ……！」

　頭の奥をきゅっと絞られるような快感に、鼻にかかった声がこぼれる。

「お返しです。さっきの」

　まさに私が先刻そうしたように、頂きの周囲に円を描くように舌先を動かす千明くん。もう片側も、頂きには触れないようにしながら、弾力を楽しむかのごとく弄ぶ。

「ちゃんと舐めてほしい？」

「っぅ……」

「顔に書いてあります。もっとして、って」

　私の考えていることなんて、彼にはすっかりお見通しだ。

「もっと、してっ……」

「素直に言えましたね」

「んんんんっ……！」

　もう一度、彼が私の胸の先に吸いつく。突起を完全に刳り出さんばかりに、舌先を細かく動かし、敏感なその場所を愛撫する。

　その間、彼の熱く滾るものが絶えず私の下着の生地越しに秘裂を擦り上げる。切っ先から滲出したものが私の黒いショーツに濃い染みを作る。彼好みの、バックスタイルがシースルー素材になっているそれ。

「聞いて、優里奈さん。……ここ、擦れるたびにぐち、ぐち、っていやらしい音……ね、ショーツの内側もぐずぐずなんでしょ？」

「っ……！」

　直接触れ合っている彼にはきっとお見通しなのだろうとは考えたけれど、指摘されると恥ずかしい。

　彼の言う通り、ショーツのなかはぐっしょり濡れている。水気を含んだクロッチが、秘裂を、そこから顔を出しはじめた秘芽にこすれて──とろみのある蜜に塗れているはずだ。

「下着がなければすぐ挿入っちゃいそうだね。感触でわかるよ。……優里奈さん、僕のこと責めながら、感じてくれてたんだね」

「だって……千明くんの気持ちよさそうな顔、かわいいからっ……」

　彼を愛撫しているだけで、自らの身体も反応してしまった。恥ずかしさでただでさえ高まりつつあった体温が、急激に上昇していくのを感じる。顔が、熱い。

「優里奈さんの感じてる顔もかわいいよ。その顔、いっぱい見たいな」

　ショーツのサリサリとした感触の生地を引っ掻くように押し付けられた屹立。ふたりの劣情が混じり合ってぬるつくそこは、クロッチを左右どちらかに寄せてしまえばたやすく膣内に挿入っていきそうだった。

　けれど千明くんは、普段そうしているように、一度身体を離し、ベッドフレームの引き出しから避妊具のパッケージを取り出して自身に装着した。再び私のそばに戻ってくると、額にキスを落としてからこう言った。

「──僕、優里奈さんのこと大切にしたいんです。好きな女性にそう思うのって、自然なことでしょう」

「っ、千明くん……」

　──やっぱり私のこと、大切にしてくれているからなんだ。面倒ごとを起こしたくないとか、そういう理由じゃなかった。

　心のどこかに抱えていた不安が解消されるとともに、胸がじんとしてまた愛しさがこみ上げる。

「好きですよ、優里奈さん」

　私の身体を横たえた千明くんがソフトな声で囁いた。愛蜜をたっぷりと吸い込んだショーツを脱がされる。

「挿れますね──」

「ぁはぁっ……！」

　両脚を左右に抱えた彼が、宣言通り侵入してきた。張り詰めた怒張は、濡れそぼるピンク色の襞を描き分けて、最奥に向かって突き進んでいく。

「優里奈さんのなか、熱くて、うねって……っ、は、気持ちいいっ……！」

「ん、ぁ──……やっぱり、すご、いぃっ……！」

　千明くんは快感に呻きつつ、耳元で私を煽る。でも私は、それが耳に入らないくらいに強い快哉を覚えていた。

　彼の熱杭に吸い付くようにフィットしているのに、まるで身体を串刺しにされているみたいな強烈な感覚は、きっとこれから先何回経験しても慣れることはないのだろう。奥へ奥へと大きな質量が進んでいくたびに、内壁が擦れて、甘く切ない感覚で満たされていく。

「あんっ!!」

　怒張を根元まで差し入れたあと、何度か浅めの抽送を楽しんだ彼は、奥の行き止まりを小刻みに叩くような律動を始める。腰をわずかに引いたあと、深く押し付けられる。繰り返し、火花みたいに散る快感に呼吸さえ忘れてしまいそうだった。

「いきなり、激しっ……からぁっ……！」

「ごめんなさい……優里奈さんと恋人同士になれて、初めてのセックスなのでっ……うれしくてっ……」

　衝動に抗えなかった──と言わんばかりに奥深くをノックし続ける千明くん。手の位置を私が無意識に浮かせてしまっている腰に移すと同時に、動きも猛々しいものに変わっていく。

「この感覚、忘れられると思ってました？　奥、トントンってされるの」

「はぁんっ、あはぁっ……！」

「僕が優里奈さんの気持ちいいところを見つけて、覚えて、さんざんその快感を刻み込んだのは、僕の想いの丈を知ってもらうためだったんですよ？」

　快楽の熱に浮かされた頭で彼の言葉を追う。

　……身体の相性、だけじゃなかった？

「あなたのことがそれだけ好きだからですよ。……身体からでもいいから、僕のことを知ってもらって、あわよくば興味を持ってもらって……求めてもらえればって」

　私の頭に浮かんだとおりの言葉を紡いでくれる千明くん。そんなに強い気持ちをもって、私と会ってくれていたという事実に、本能的な欲求とは全く違う部分で深く満たされていくのを感じた。

「だから優里奈さんには……僕のそばにいてほしい」

「ん、ぁあ！　千明くぅんっ……！」

　彼と触れたい。身体のいたるところでつながりたい。

「はむぅっ……ん、むぅっ……！」

　だからどちらからということもなく、私たちは唇を重ねた。

　彼の首元にしがみつき、まだチョコの味がほんのり残っている舌先を無我夢中で追いかけ、吸い付き、味わう。貴重なチョコを半分ずつ食べる、という当初の目的なんて、もう記憶から消えていた。チョコよりも甘く魅惑的な唇が目の前にあるのだから。

「うれしい──私、本当にうれしいの……千明くんがそこまで私を想ってくれていたなんて、夢みたいで……」

　唾液に濡れた唇で愛しい人につぶやく。昨日まではこんな未来がやってくるとは微塵も思っていなかった。彼に想いを寄せているのは私だけで、身体の関係を終えれば私たちのつながりも切れてしまうと感じていたし。

「好き、千明くんが好きっ……もっとキスしてっ……！」

　身体の中心でひとつになっていると、唇が離れている時間が惜しかった。

「ふ、んんっ……優里奈さんっ──」

　キスをねだると、彼もそれを望んでいたみたいに愛を囁いたばかりの薄く開いた唇を迎えに来る。再び舌が絡み合い、奥を突く切っ先もより短いリズムを刻むようになる。

「あぁ、千明くんっ、私っ、私っ……もう、だめぇっ、来ちゃう……!!」

「一緒にイきましょう──大好きですよっ……！」

　大好きな人に求められているというよろこびは、これまでの彼とのセックスでは得られなかった感情だった。肉体的な快楽と、精神的なよろこび。二層に重なる幸福で、全身が弾け飛んでしまいそうだ。

　心も身体も気持ちいい。こんな幸せなセックス、味わったことない──！

「はぁああああんっ……！」

「くっ……！」

　私たちは互いの身体をきつく抱きしめ合いながら果てた。

　律動が止まったあと、千明くんは名残惜しいと言わんばかりに、労わるようなキスをしてくる。

「もっと優里奈さんがほしいです……僕の優里奈さんだって、実感できるまで、抱いてもいいですか？」

　アイドルフェイスが、滴る汗に艶っぽく彩られている。……眼鏡がないと、やっぱり童顔が強調されるんだな、と思った。……社外の千明くんは、やっぱりかわいい。

「……いいよ。っていうか……そうしてほしい」

　私は甘えた風に返事をして、さらにキスをせがんだ。





　◆◇◆






「なあ山口、そういや新しい彼氏ってできたの？」

　社会人として働いていると、季節の移り変わりはあっという間だ。もう三ヶ月に一度の同期会がやってきてしまった。

　前回と同じ店、同じ時間でスタートした飲み会は、やはり前回と同じように、ある眼鏡の男性社員の周りにだけ女子社員が群がっている。

　私がそのテーブルの様子をちらりと盗み見て確認していると、正面に座るビールジョッキを持った塩家くんが、酒の肴とばかりに訊いてきた。

「できたよ、一応」

「え、マジで。よかったじゃん！　おめでとう」

「……ありがと」

　もともと朗らかだった塩家くんの表情が、もう一段階明るいものに変わる。私は照れているのがバレないように、さらりとお礼を言った。

「川上は知ってんの？」

　私のとなりに座る野々花に向かって塩家くんが訊ねると、野々花は糖質対策で選んだハイボールをひと口飲んでから頷いた。

「うん。話だけはね。仲良くやってるって話」

　続けて野々花が「ね？」と私に確認を取ってきたので、私が頷く。

　まだ正式に付き合い始めて間もないからというのもあるけれど、私と千明くんの仲は順調そのものだ。週末、彼と過ごす時間はあっという間で、会ったあとすぐまた一週間が待ち遠しく感じてしまう。

「へぇ、また同じ轍を踏むなよ？」

「失礼な。今度は大丈夫だよ。……多分」

　軽口に対して語尾に「多分」とついてしまうのは、相手あってのことだから。

　でも千明くんは、私の中身も十分に理解して好きになってくれたのだろうし、きっと大丈夫だとは思うのだけど……何度も苦い経験をしていると、強気にはなれなかった。

「大丈夫です。絶対に」

　そのとき、ウーロン茶のグラスを片手に、急に会話に割り込んできたのは──千明くんだ。空いていた塩家くんのとなりにさっと腰を下ろすと、グラスを置いて私たちそれぞれに視線を配る。

「……え、あ、どうしたの、蛯原くん？」

「あー……蛯原さ、山口の彼氏知ってるの？」

　普段から親密に話す間柄でもない野々花や塩家くんは、千明くんの登場に少なからず動揺しているようだった。塩家くんが会話をつなげる。

　──あぁ、ついにそれを訊かれてしまったか。

　私と千明くんの間で、もしも訊ねられる機会があったら、私たちが付き合っていることを隠さないようにしよう、という話をしていた。もちろん積極的に明かす必要はないけれど、秘密にしなければいけないわけでもないので。

「僕が、山口さんの彼氏です」

　──彼の告白に、同期会全体の時が止まった。貸し切りの個室内での会話がぴたりと止んで、その場にいる全員からの視線を感じる。

「……それ、マジ？」

「どういうこと、優里奈!?」

　塩家くんも野々花も、目を皿のようにして驚いている。無理もない。塩家くんは当然のこととして、野々花にはマッチングアプリ内の『シュリ』くんとしてしか話題に出していなかったのだ。

「僕たち、お付き合いをしています。ね、優里奈さん？」

　テーブルをはさんで向かい側──私の座っているほうに移動しながら千明くんが言った。となりに座り、私の肩を抱く。

　すると女子社員から悲鳴のような声が聞こえてくる。千明くんの宣言は、彼を追いかけ続ける女の子たちにとって重い衝撃を与えたことだろう。申し訳ない気もするけど、かといって千明くんは譲れないので、致し方ない。

　こんな形で明かすつもりじゃなかったけど──まぁ、いいよね？

「はい。……千明くんと付き合ってます」

　私が彼を名前で呼ぶと、今度はもっと甲高い悲鳴が聞こえた。千明くんは私を抱き寄せ、眼鏡越しに優しく微笑む。

「──ということで、社内公認の仲ですね。これからも公私ともによろしくお願いします」

「……こちらこそ」

　ふたりの関係を公にするというのは緊張感もありつつ、ちょっとした優越感のようなものもあったりして──くすぐったい感じだ。私と千明くんは顔を見合わせて笑った。

「ちょっと、ふたりの世界やめてくれる？　こっち完全に置いてけぼりなんだけど。優里奈、シュリくんはどうしたの？」

「え、俺まだあんまりよくわかってないんだけど。そもそも山口と蛯原ってそんなに仲良かったっけ？」

　──さて。まずは近場から私たちのことを説明しなければいけないか。なれそめをすべては話せないけれど、きっかけが野々花の勧めてくれたマッチングアプリであったことは、伝えても構わないだろう。

　私は横目で千明くんを見た。……とっつきにくかったけれど、今となっては最愛の人。彼と出会わせてくれたあのアプリには、心から感謝している。

　千明くんの魅力を知ることができて、愛することができて、すごく幸せ。私のすべてを理解して、支えてくれる人がいるなんて、こんなに心強いことはなかった。

　その夜、私と千明くんが、野々花と塩家くんに質問攻めにあったことは言うまでもない。







あとがき








　こんにちは、もしくはこんばんは。小こ日ひ向なた江え麻まです。

　この度は、『マッチングしたのは、まさかのエリート同期!?～想定外に甘く蕩ける夜を過ごしています～』をお読みくださり、まことにありがとうございます！

　強気系女子と理屈屋男子の恋愛、楽しんでいただけましたでしょうか？

　今回はマッチングアプリでの出会いとスイーツというふたつをテーマにお話を考えてみました。

　ここ数年、マッチングアプリが流行っているというのは知っていて、ひそかにそういうお話が書けないかなぁと思っておりました。条件とメッセージのやり取りで出会いを探す、というシステムがすごく面白いと感じていたのですよね。

　で、ありがちといえばありがちな「知っている異性とマッチングしてしまい、しかもその相手が自分の苦手な人だった」という設定、完全に自分の好みです。楽しく書けました！

　そこにお互いの共通の趣味を入れ込んで、あわよくばそこにプレイの内容も絡めてしまおう、というような。

　蛯原くんは愛想のないドライすぎる男に見えますが、実は根っからのスイーツ好き。多分スマホのカメラロールはいろんなホテルやカフェのスイーツ類で埋め尽くされていることでしょう。作中では詳しく触れてませんが、蛯原くんのベストオブスイーツはチョコレートなので、大好きなものを同時に味わう＝優里奈とキスしながらチョコを食べる、というのは彼にとって至福の時間だったに違いありません。

　個人的にもチョコレートは好きな食べもののひとつです。昔はチョコの中心に何かが入っているものでないと食べる気が湧かなかったのですが、今はむしろ板チョコのようにチョコレートそのものを食べたいと思うようになりました。コーヒーとチョコレートの組み合わせは最高です。好きすぎてループしそうになるのをなんとか理性で堪えている感じですかね。たまに食欲に負けてるときもありますが……。

　最後に、担当さま、編集部のみなさま、いつもご指導いただきありがとうございます！

　また、カバーを担当してくださいました園その見み亜あ季きさま、ふたりの甘い雰囲気が伝わってくる大人っぽいイラストに仕上げていただき、本当にありがとうございます！　すごく素敵で見るたびにニヤニヤしております。

　そしてこの作品を手に取ってくださった読者のみなさま、本当にありがとうございます！　気に入っていただけましたら幸いです。

　それでは、今回はこれにて失礼いたします！






小日向　江麻
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●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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